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要 旨
今 後 の観 光 地経 営 に際 し,観 光客 か ら得 られ る収益 を原 資 と して地域 の生 活,
交 通,観 光 の課 題解 決や 環 境 改 善 を進 め る仕 組 み を導 入 す る こ とが期 待 され て
い る.国 土 交 通省 が発 表 した今 後 の観 光 渋滞 対 策 の方 向性 で は,交 通 や地 域 の
課 題 改 善 を 目的 と した観 光 地 エ リア マ ネ ジ メ ン トの必 要 性 が 言 及 され てお り,
そ の具 体 策 と して観 光 地 の駐 車 場 にICTを 活 用 した事 前 予 約 制度 の導 入 に よ
る既 存駐 車 容 量 の有 効 利 用や,駐 車料 金 の 柔軟 な設 定,イ ンセ ンテ ィブ の付 与
に よ る需 要 の コ ン トロール とい った 施 策 を通 じた観 光 地 マ ネ ジ メ ン トが提 唱
され て い る.
高 尾 山地 区で は,ゴ ール デ ン ウ ィー クや 紅葉 シー ズ ンに な る と鉄 道 ・道 路 と
もに混雑 が発 生 す る.地 区 内 には異 な る運営 主 体 に よる駐 車場 が広 範 に分 布 し,
それ ぞ れ個 別 の料 金 設 定 や案 内誘 導 方法 を適 用 してい るた め,地 区全 体 と して
効 率 的 な駐 車 場 運 営 が な され てい る とは言 い難 い.こ の 問題 を解 決 す るた め に,
「事 前 予約 制 」 と 「需 要 ・混雑 に応 じて変 動 す る料金 設 定 」 を核 とした地 区駐
車 場 マ ネ ジ メ ン トシ ステ ム を導 入 ・運 用 す る こ とが 効果 的で あ る.事 前予 約 制
は,事 前 にWeb上 で駐 車 場 を予約 で き,当 日は駐 車場 の空 き状 況 を心配 す る こ
とな く,確 実 に駐 車 場 を利 用 で き る制 度 で あ る.こ れ に よ り,駐 車場 待 ちや 地
区 内の うろつ き車 両 を抑 制 し,料 金 設 定 を通 じて 駐 車需 要 を コン トロール で き
る.さ らに,こ の シス テ ムで 得 た収 益 の 一部 を地域 の課題 解 決 の財 源 と して用
い る こ とで,観 光 客,地 権 者,地 域 コ ミュ ニテ ィー のそ れ ぞれ に メ リッ トが発
生 す る新 た な観 光 地エ リア マネ ジ メ ン トが可 能 とな る.
そ の た め に はシ ステ ムの収 入 を可 能 な 限 り増 や す 必 要 が あ るが,地 区 内 の空
き ス ペ ー ス の 有 効 活 用 も含 め 可 能 な範 囲 で駐 車 マ ス を増 加 させ,そ の 上 で 管
理 ・運 営者 にで き るだ け シ ステ ム に参 入 して も ら うこ とが重 要 で あ る.一 方 で
事 前 予約 制 の導入 で必 然 的 に料 金 が 高 くな るた め,支 払 意 思額 の低 い 来訪 者 へ
の配 慮 か ら観 光 中心地 か らの距 離 に応 じた 柔軟 な料 金設 定や,付 帯 サ ー ビスの
導 入 を検 討 す る必 要 が あ る.こ れ に よ り,地 区全 体 の駐 車 可 能 台数 は増 加 し,
追 加 的 な 自動 車 来訪 需 要 に も応 えっ っ,駐 車 場 収 益 を増加 させ て渋 滞 を発 生 さ
せ ない よ うな コ ン トロー ル が実 現 可 能 とな る.
本研 究 で は高尾 山地 区 を事例 と して,観 光 地 の 駐 車場 に事 前予 約 制 を導 入 し
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た場 合 の駐 車 場収 入 と,事 前 予約 制 度 お よび付 帯 サ ー ビス に対 す る価 値 のモ デ
ル 推 計 を行 う.具 体 的 に は,事 前予 約 と付 帯 サ ー ビス の価 値 を数 値 化 し,こ れ
らを反 映 した 料 金 設 定 が 地 区 全 体 で の駐 車 場 事 業収 入 に及 ぼす 影 響 に つ い て
シ ミュ レー シ ョンを通 じて試 算 す る.以 上 の成 果 を通 じて,駐 車 場 事 業 の レベ
ニ ュ ー マ ネ ジ メ ン トに 向 け た 戦 略 策 定 及 び そ の基 本 的 判 断 材 料 を提 供 す る こ
とが 狙 い で あ る.
以 上 の 目的 を達成 す るた め に,次 の3つ の分析 を実 施 した.第 一 に,滞 在 人
ロデ ー タを活 用 した高 尾 山地 区へ の 来訪 需 要推 計 を行 っ た.そ の結 果,9時 か
ら11時 にか け て到 着 が集 中す る こ とや,11月 休 日の来 訪者 が相 対 的 に多 い こ
とな ど,時 季 ・時 間帯別 の詳 細 な来 訪 需 要 を把 握 す る こ とが で き た.ま た,混
雑 す る紅葉 ・年 始 ・新 緑 シー ズ ン等 の時季 別 の駐 車需 要 台数 を推 定す る重 回 帰
モ デ ル を構 築 し,例 え ば紅葉 の休 日に は1日1241台 の需 要 が あ る こ とや,年
間で は13万6789台 の需 要 が あ るこ とな ど,シ ー ズ ン別 と年 間で の駐 車 需 要 を
算 出す る こ とが で き た.
第 二 に,観 光 客 の 駐 車場 事 前 予約 シス テ ムの利 用意 向や 付加 価 値 に対 す る支
払 意 思 額 を把 握す るた め,紅 葉 シー ズ ンの 高尾 山来訪 者 にア ンケー ト調 査 を実
施 し,得 られ た 回答 を も とに駐 車場 選 択 ロジ ッ トモ デル を構 築 した.モ デ ル の
説 明変数 と して,中 心 か らの徒 歩 時 間や 待 ち時 間,料 金 や 予約 制,付 帯サ ー ビ
ス の有 無 を使 用 しモデ ル推 定 を行 った結 果,事 前 予約 制 自体 の価 値 は約376円
で,予 約 制 度 の有 無 の他 は 同 じ条 件 の駐 車 場 との 二 肢 選 択 の場 合 に お い て約
24.4%選択 率 が 向上 す る とい っ た様 に各変 数 の価 値 を数値 化 す る こ とが で きた.
第 三 に,構 築 した駐 車場 選 択 モデ ル を用 い て,様 々 なパ ター ン を想 定 した駐
車 場 収入 シ ミュ レー シ ョン分析 を行 っ た.ま ず ひ とつ の駐 車 場 に着 目 し,駐 車
場 収 入 を最 大 化 す るシ ミュ レー シ ョン分 析 を行 っ た.紅 葉 シー ズ ンの休 日にお
いて 予約 制 度 と付 帯サ ー ビス を提 供 す る駐 車場 の料 金 を2,076円と設 定す る こ
とで,1日 あた り約30万 円の収 入 が得 られ る こ とがわ か っ た.次 に地域 にお け
る駐 車 場 マ ネ ジ メ ン トを想 定 した 地 域 全 体 で の駐 車 場 収 入 シ ミュ レー シ ョン
分 析 を行 っ た.地 域 の駐 車場 が100%シ ステ ム に参 入 す る と13,119台の入 庫
待 ち台数 が削 減 され,全 体 の駐 車 場 収入 は予 約 制度 のみ 実施 の場 合 で約55%増
の約4375万 円,付 帯 サ ー ビス も提供 した 場合 は約138%増 の約1億934万 円
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の収 入 増加 が期待 で き る と試 算 され た.最 後 に実 際 に シ ステ ム を運 用 す るこ と
を想 定 し,仮 想 的 な配 分 率 の も と地 権 者 の収 入 を算 出す る と,シ ス テ ム の導 入
に よ って年 間32～767万円の収 入 増加 が試 算 され た.
最 後 に以 上 の分析 のま とめ と,高 尾 山地 区 にお ける観 光 地駐 車 場 事 業 の レベ
ニ ュー マネ ジ メ ン トに 向 けた本 研 究 の貢 献 を考察 し,今 後 の展 望 や課 題 につ い
て整 理 した.
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第1章 序論
1.1観光地 の 交 通 問題 につ い て
高 度 成 長 期 の モ ー タ リゼ ー シ ョン に よ る爆 発 的 な 自動 車保 有 台数 の増 加 は,
観 光 地 へ の ア クセ ス を劇 的 に変 化 させ た.近 年 の交通 ア クセ ス の 向上 と観 光 需
要 の増加 に よ って,よ り広 範 囲 か ら多 くの観 光 客 が様 々 な交 通手 段 で観 光 地 へ
訪 れ る よ うに なっ た が,依 然 と して 自動 車 は人 々の 交通 手 段 と して欠 かせ ない
もので あ り,観 光 目的で も主要 な交 通 手段 と して利 用 され てい る.2010年に行
われ た 全 国幹 線旅 客純 流 動調 査1)によ る と,観光 トリップ移 動距 離 が300km程
度 以 下 で あれ ば約9割 は乗 用 車 を用 いた観 光 で あ る とい う結果 が 出て い る.
しか し,観 光地 側 の 交通 整 備 が整 っ てい な い場 合 や,自 動 車以 外 の ア クセ ス
手 段 が 限 られ て い る よ うな場 合 は,観 光 地周 辺 道 路や 観 光 地 ヘ ア クセ スす る幹
線 道 路 に おい て,し ば しば交 通 渋滞 が発 生 す るこ とが あ る.観 光 交 通 は一 般 的
な交 通 とは異 な る種 々の 特性 を有 す るた め,そ の特性 を十 分 に配 慮 した対 策 が
必 要 とな る2).そもそ も渋 滞 は,道 路 の 交通 可 能 容 量 に対 して,実 際 の交 通 量
が超 過 して い る こ とか ら生 じる もの で あ る.そ の原 因 は,季 節 や イ ベ ン ト開催
の有 無 な ど ピー クが あ る もの,慢 性 的 な道 路 の キ ャパ シ テ ィに よる もの,駐 車
場 不 足 に よる もの,公 共 交通 の整備 不 足 に よ るもの な ど様 々で あ る.交 通 渋 滞
は,移 動 者 の 時 間的 な損失 を生 じさせ るの み な らず,そ の地域 の魅 力度 を下 げ,
結 果 的 に来 訪 者 の減 少 を招 く恐 れ もあ る.平 成25年 の 関東運 輸 局 「交通 ・観
光 に対 す る市 民意 識 調 査 の 実施 結果 」3)によ る と,観 光 地 を訪 れ るた めの 条件
第3位 に 「道 路 が渋 滞 して い ない こ と」が ラン クイ ン し,交 通渋 滞 は観 光 に大
き な負 の影 響 を与 え る問題 で あ る こ とが伺 え る.そ こで,交 通渋 滞 を解 消 す る
た め には,そ の 地域 に合 っ た解 決方 法 が 必 要 とな る.一 般 的 に は,道 路 の交 通
容 量 を引 き上 げ るハ ー ド面 の対 策,ま たは 自動 車 の 交通 量 を抑制 ・分 散 させ る
よ うな ソフ ト面 の対 策 が な され る.
特 に観 光 地 にお い て は,人 々 に とっ ての 目的地 で あ る こ とが 多 い た め,駐 車
場 に 起 因 す る交 通 渋 滞 が観 光 地 内 の交 通 問題 の 中 で 大 き な ウェイ トを 占め て
い る.平 成28年 の国 土交 通省 「観 光 地 に お け る渋滞 対 策 」 中 の観 光 地 にお け
る交 通 の現 状 と課 題 に よ る と,観 光 客 の交 通 に対 す る不 満 の内,第 一位 の渋 滞
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(47.2%)に続 い て第 二位 に駐 車 場 不足(44.0%)が挙 げ られ て い る4).その原 因 と
して,自 動 車 の来 訪 台 数 に対 して駐 車場 の容 量 が少 な い こ とや,そ れ に よる駐
車 場 前 で の入 庫待 ち,空 い てい る駐 車 場 を探 して観 光 地 内 を走行 す る うろつ き
交 通 に よる も の とい った,空 間的 な集 中 に よ る要 因 や,特 定 の曜 日,時 間帯 に
来 訪 が そ の観 光 地 の駐 車 場 の処 理 能 力 を超 えて集 中す る とい った,時 間 的 な集
中 に よ る要 因が あ る.こ と観 光 地 に おい て は,レ ジャー とい っ た観 光 需要 は季
節 や 曜 日ご との変動 が大 き く,最 大 需 要 に合 わせ て駐 車 場 や 交通 イ ン フ ラを整
備 す る こ とは維 持 運 営 管理 の こ とを鑑 み て も現 実 的 で な い上 に非 効 率 で あ る.
平 成29年 の 国土 交 通省 都 市 局 「駐 車 施 策 の最 近 の動 向」 に よ る と,今 後 の駐
車 場 政 策 の方 向性 は 「量 」 的整備 の 時代 か ら 「質 」 的整 備 の 時代 へ と移 行 す べ
きで あ り,高 度 利 用 を含 め た駐 車場 マ ネ ジ メ ン トが必 要 にな っ て くる と述 べ ら
れ て い る5).これ よ り,今 後 の観 光 地 にお い て は,適 正 規模 の駐 車 場 を 高度利
用 す る こ とで 需 要 の変 動 に対 応 して い くよ うな マ ネ ジ メ ン トが必 要 で あ る と
考 え られ る.
1.2研究背 景 と 目的
一 般 的 に観 光 地 にお い て ,観 光 は 生活 者 に対 して メ リッ ト ・デ メ リッ トの両
方 が あ る.具 体 的 に は,観 光 客 の増 加 に よっ て地 域 に雇 用 や経 済 効 果 が発 生 す
る一 方 で,混 雑 に よ る騒音 や 上 記 の 交通 渋滞,そ れ に よる環境 の悪化 等 が発 生
す る懸 念 が あ る.運 輸 経済 研 究 セ ンター に よ る と,観 光 地 にお け る交 通混 雑 の
緩 和 対 策 は来 訪者 の活 動 環境 と観 光 地 と して の魅 力 の維 持 ・創 出 を同 時 に考 慮
す べ きで あ る6)と述 べ てお り,ま た本 橋 らは観 光 地 にお け る駐 車 場 政策 につ い
て,閑 散 期 か ら混雑 期 ま で変 動 の 大 き な需 要 に対 抗 す る 「需 要へ の対応 」,需要
が大 き く変 化 す る中 で適 正 な経 営 を確 保 す る 「採 算性 」,観光地 点 や 歩行 空 間で
の快 適 さや 景 観 な どの質 の 向 上 を図 り観 光 地 と して の 活 動 環 境 の魅 力 を 高 め
る 「来訪 者 の活動 環 境 の 向 上」 の三 つ の観 点 か ら評 価 され るべ き7)だと述 べ て
い るが,こ れ らを実 現す るた めに は上 記 の よ うな問題 を解 決 しっ っ観 光地 独 自
で財源 を確 保 す る こ とが 必 要 で あ る.
2011年の社 団法 人 日本 観 光 協 会 「地域 観 光 協 会 等 の実 態 と課 題 に関す る調 査
報 告 書 」に よ る と,市 町村観 光協 会 の52%が 観 光施 設 や 駐 車場 の運 営 を行 って
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お り,そ こか ら得 た収 入 を財 源 と して事 業 を行 っ てい る8).一方 で,同 資 料 に
よ る と65%の 組 織 が予 算 不 足,59%の 組 織 が補 助 金 へ の依 存 体 質 を課 題 に あ
げて い る.こ の こ とよ り,観 光 地 だ か らこそ可 能 な収 益 を得 て それ を原 資 と し
て地 域 の生 活,交 通,観 光 の課題 解 決 や 環境 改 善 を進 め る こ とが今 後 の観 光 地
経 営 の 際 に重 要 な視 点 とな る.
平 成28年 の 国土 交通 省 「観 光地 にお け る渋 滞 対策 」 中の今 後 の観 光渋 滞 対
策 の方 向性 で は,交 通や 地 域 の課 題 改 善 を 目的 と した観 光 地 エ リアマ ネ ジ メ ン
トの必 要性 につ い て言 及 され てい る.ICTを 活 用 した事 前 予約 制 度 の 導入 に よ
る既 存駐 車 容 量 の有 効 利 用や 駐 車 料金 の柔 軟 な設 定,イ ンセ ンテ ィブ の付 与 に
よ る需 要 の コ ン トロー ル とい っ た 施 策 に よ る観 光 地 マ ネ ジ メ ン トが提 唱 され
てい る.こ れ らの対 策 を組 み合 わせ,自 動車 をス ム ー ズ に駐 車場 へ誘 導す る こ
とが観 光地 にお け る交 通渋 滞 解 消 の1つ の鍵 とな る.事 前 予約 制 度 に よって 交
通 課題 を解 決 しっ っ,さ らな るイ ンセ ンテ ィブ と して駐 車 場 に付 加価 値 をっ け,
ま ちづ く り等 の財 源 と して活 用 す る こ とで,駐 車 場 の高 度利 用 に よ る観 光 地 マ
ネ ジ メ ン トが可 能 とな る と考 え られ る.
そ の発 想 の元,首 都 大学 東 京 と八 王 子 市 な どが 主体 とな って進 めて い るのが,
たか お ・ま ちPプ ロジ ェ ク トで あ る.こ の プ ロジ ェ ク トの趣 旨 と して は,高 尾
山地 区 内 お よび 周 辺 地 区 の駐 車 場 を一 括 運 営 す る事 前 予 約 シ ステ ム の 導入 に
よ り駐 車場 の収 益増 を もた ら し,そ の収 益 の一 部 をま ちづ く り資 金 や 交通 問題
の解 決 費用 に充 当す る こ とで高 尾 山地 区 の快適 性 を高 め,地 区住 民 と観 光 客 両
者 に とっ て魅 力 的 な ま ち を形 成 す るた め の もの で あ る.こ の駐 車 場 マ ネ ジ メ ン
トのポ イ ン トは,「事 前 予約 制 」 と 「需 要 ・混雑 に応 じて変 動 す る料 金 設 定」 を
内包 す るシ ステ ム を組 み 込 む こ とで あ る.事 前 予約 制 とは,事 前 にWeb上 で 駐
車 場 を予約 で き る制 度 の こ とで,当 日は駐 車 場 の空 き状 況 を心配 す る こ とな く,
ス ムー ズ に駐 車場 ヘ ア クセ ス が可 能 とな る.こ の事 前予 約 制 に よって,駐 車 場
待 ちや 地 区 内 の うろつ き車 両 を抑 制 し,さ らに料 金設 定 に よっ て駐 車需 要 を コ
ン トロール で き る と考 えて い る.
しか し懸 念材 料 と して,事 前 予約 制 とい う価 値 が 付加 す る こ とで,現 在 よ り
も駐 車 場料 金 が 高 くな る こ とは避 け られ ない.そ こで二 次 的 な取 り組 み と して,
この駐 車場 マ ネ ジ メ ン トシステ ム に組 み 込 む エ リア を広 げ,高 尾 山 口駅 との近
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さに よっ て料 金設 定 を柔 軟 に調 整 す る こ とや,付 帯 サー ビス を提 供 す る こ とに
よ る付加 価 値 向上 を考 えて い る.こ れ に よ り,駐 車 可能 台 数 は増 加 し,車 で 来
たい とい う需 要 に も応 えつ つ,駐 車 場 収 益 を 向上 させ て渋 滞 を発 生 させ ない よ
うな コ ン トロール が 可能 とな る.そ こで 本研 究 で は 高尾 山地 区 を事 例 と して,
観 光 地 の駐 車 場 に事 前 予約 制 を導 入 した場 合 の駐 車 場 収入 と,事 前 予約 制 度 お
よび 付 帯 サー ビス に対 す る価 値 のモ デル 推 計 を行 う.ま た,事 前 予約 と付 帯 サ
ー ビス の価 値 を数 値 化 し,駐 車場 事 業 の レベ ニ ュー マネ ジ メ ン トに 向け た地 域
全 体 で の駐 車 場収 入 増 加 の 可能 性 を探 る.そ れ が 事前 予 約 制 の導 入 可 能性 や 料
金 設 定検 討 の判 断材 料 とな り,今 後 の シス テ ム導 入 に 向 けて の礎 とな る と考 え
る.な お,レ ベ ニ ュー マネ ジ メ ン トとは列 車 ・航 空機 の指 定席 や ホ テル の部屋
の よ うに,予 約 販 売 され,当 日を過 ぎれ ば価 値 が 無 くな って しま う性 格 の商 品
(サー ビス)を もつ 業 種 にお いて,い つ,誰 に対 し,ど の販 売 チ ャネル を使 い,
い く らで売 れ ば収 益 と顧 客 の購 買機 会 が最 大化 す るか を追求 す る,経 営管 理 手
法 の一 種 で あ る9).
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1.3論文構 成 と研 究手 法
本研 究 で は高尾 山地 区 を事例 と して,観 光 地 の駐 車場 に事 前予 約 制 を導 入 し
た場 合 の駐 車 場収 入 と,事 前 予約 制 度 お よび付 帯 サ ー ビス に対 す る価 値 のモ デ
ル 推 計 を行 う.ま た,事 前 予 約 と付 帯 サ ー ビス の価値 を数 値化 し,駐 車場 事 業
の レベ ニ ュー マ ネ ジ メ ン トに 向 けた 地 域 全 体 で の駐 車 場 収 入 増 加 の可 能 性 を
探 る こ とを研 究 目的 と して い る.
第1章 で は,本 研 究 の背 景 ・目的 につ い て言 及 し,予 約 制駐 車 場 の 現況 と観
光 地 にお け る予約 制 駐 車 場 の導 入 意 義 につ い て説 明す る.
第2章 で は既 往 研 究 を レ ビュー した上 で本 研 究 の位 置 づ け を行 い,研 究 対 象
地 の現 況 と現 在進 行 して い るプ ロ ジ ェク トにつ い て述 べ る.
第3章 で は,滞 在 人 ロデ ー タを活 用 した集 客 圏 の把 握 及 び需 要 推 定 を行 う.
第4章 で は ア ンケ ー ト調 査 を実施 し,観 光 地 駐 車場 事 前 予約 制 度 と付 帯 サ ー
ビスの価 値 を推 計す る.ま た,ア ン ケー トで得 られ た 回答 を も とに ロジ ッ トモ
デ ル を用 い て駐 車場 選 択 モ デル を構 築す る.観 光 客 の方 が ど うい った 条件 の駐
車 場 を選択 し,中 心 か らの徒 歩 時 間や 待 ち時 間,料 金 や 予 約制 度 及 び 付帯 サ ー
ビスの 有無 な どの違 い に よっ て どの よ うに選択 割 合 が 変化 す るか 分析 し,そ れ
ぞれ の 項 目の価値 を数 値化 した.
第5章 で は シ ミュ レー シ ョンの シ ステ ム特 性 を把 握 す るた め に,駐 車場 選
択 モ デ ル を用 い て駐 車 場 収入 最 大値 を 明 らか にす る感度 分 析 を行 う.駐 車場
経 営者 の 立場 を想 定 し,一 っ の駐 車 場 に着 目した駐 車 場収 入 シ ミュ レー シ ョ
ン分 析 を行 い,収 入 を最 大化 す る よ うな駐 車料 金 とそ の収 入 を算 出す る.
第6章 で は 地域 にお け る駐 車場 マネ ジメ ン トを念頭 に置 い た 地域 全 体 で の
駐 車 場 収入 シ ミュ レー シ ョン分 析 を行 う.ま ず はそ の駐 車場 が 収入 最 大 化 を
図 った こ とに よっ て地 域 全 体 の駐 車 場収 入 が どの よ うに 変化 す るの か分 析
し,特 定 の駐 車場 に予 約 制度 や 付 帯 サー ビス を導 入 した 時 の高 尾 山地 区全 体
の駐 車 場収 入 と,現 在 の 条件 で の収入 予 測 と比較 しつ つ分 析 を行 う.次 に,
実 際 に予約 制 駐 車場 シス テ ム を運 用 す る こ とを想 定 し,予 約 制駐 車場 シ ステ
ム の参入 率 と地域 全 体 の駐 車場 収 入 の 関係 や,シ ステ ム参 入 率 の増 加 に伴 う
入 庫 待 ち 台数 の減 少 につ い て 明 らか にす る.
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第7章 で は ま とめ と して,観 光 地駐 車 場 事業 の レベ ニ ュー マネ ジ メ ン トに
向 けて本 研 究 が どの よ うに寄与 で き るか考 察 し,今 後 の課 題 を述 べ る.
第1章=序論
第2章:本研究の位置づけと研究対象地について
第3章:滞在人ロデータを活用 した集客圏の把握と需要推定
畢
第4章:高尾山での駐車場選択嗜好アンケート調査
号
畢
第5章:料金設定が個別駐車場事業収入に与える影響の分析
号
畢
第6章:駐車場事業のレベニューマネジメントを想定した
地域全体での駐車場収入シミュレーション分析
■地域 全体 の駐 車場収 入最 大化 ■
■シミュレー ション分 析
■予約制駐車場システム参入率と1
■駐車場収入の関係
図1-1研 究 フ ロ ー
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1.4予約制 駐 車 場 に つ いて
1.4.1予約制 駐 車 場 シス テム の普 及
交通 の観 点 か ら,予 約 制 駐 車場 の普 及 に伴 いス ム ー ズ な駐 車場 へ の ア クセ ス
が可 能 とな る こ とで,交 通 渋 滞発 生 の抑 制 にっ なが る可 能 性 が期 待 され てい る.
駐 車 場 と一 言 に言 っ て も,様 々な タイ プの駐 車 場 が 存在 す る.立 地 を とっ て も
大 き く路上 か路外 か に分 け られ,運 営 主 体 も行 政 や 民 間 また は個 人 に よ る運 営
な どが あ る.さ らに料 金 体制 も,時 間貸 しの コイ ンパ ー キ ン グ,1日 定額 駐 車
場,そ して月 や年 単位 の.月極 駐 車 場 な どが あ る.
最 近 で は,新 た に駐 車 場 を シ ェアす るサ ー ビス が広 ま りつ つ あ る.空 いて い
る月 極駐 車 場 や個 人 所 有 の駐 車 ス ペ ー ス,さ らに は空 き地 を活用 し,利 用 者 が
利 用 した い時 に事 前 に予約 す る こ とで,駐 車 場 と して利 用 出 来 るサ ー ビスで あ
る.こ れ が いわ ゆ る駐 車 場 の予 約 シス テ ムサ ー ビスで あ る.
平成27年 の総 務省 「社 会 課 題解 決 のた め の新 たなICTサ ー ビス ・技術 へ の
人 々の 意識 に 関す る調 査研 究」に よ る と,「車 で外 出 した際 に 空 い てい る月 極駐
車 場 や 個人 所 有 の駐 車 ス ペ ー ス に一 時 的 に駐 車 で き るサ ー ビス 」 に対 して の利
用 意 向が56.5%と,モノや 家 事 な どの これ まで 存在 す る シ ェア リン グサー ビス
の利 用 意 向 と比 べ て高 い こ とが分 か っ た10).この駐 車場 シ ェア リン グサー ビス
に よ り,今 ま で利 用 され てい な か っ たス ペー ス を駐 車場 と して活 用 で き るよ う
に な る.経 済 面 で は新 た な ビジネ ス チ ャ ンス と捉 え られ,駐 車場 ビジネ スで の
増 収 が 期待 され て い る.実 際 に,コ イ ンパ ー キ ン グで 業界1位 のTimesを経 営
す るパ ー ク24や 三 井 の リパ ー ク を運 営 す る三 井 不動 産 リアル テ ィな どが,こ
の駐 車 場 シ ェア リン グサ ー ビス を開 始 し始 めて い る.さ らに,こ の よ うな大 手
企 業 だ けで な く,akippaや軒先 パ ー キ ン グな ど会 社 を立 ち上 げ,こ の駐 車 場 シ
ェ ア リングサ ー ビス のみ を展 開 して い る企 業 も多 く存在 す る.
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1.4.2予約制 駐 車 場 シ ステ ム が効 果 を発揮 す る シチ ュ エー シ ョン
そ もそ も絶 対 的 に駐 車 容 量 が足 りて い ない場 合,駐 車場 を増 設 す る とい っ
たイ ン フラ整備 をす る こ とが最 も効果 的 な解 決 方 法 で あ る.駐 車 場必 要 台数
の推 計 式 は 国土 交通 省 の 報告 書11)より,以 下 の よ うに 定義 され る.こ の 式 に
よ って 導 出 され る数 値 に現在 の地 域 の駐 車 容 量 が圧 倒 的 に満 た な い場 合 は早
急 に整備 を行 うべ き で あ る.一 方 で 導 出 され た 台数 と現在 の駐 車容 量 が 拮抗
して い る場 合,ピ ー ク時 に一 時的 に予約 制 駐 車場 を導入 す る とい っ たマ ネ ジ
メ ン トを行 うこ とに よって 現在 の駐 車容 量 で も運 用 が で き る可 能性 が あ る.
先 述 した通 り,観 光需 要 は季 節 や 曜 日ご との 変動 が大 きい ので,予 約 制 駐 車
場 シス テ ム を活 用 した駐 車場 マ ネ ジメ ン トが 特 に有 効 で あ る と考 え られ る.
また,地 形 等 の制 約 や,景 観 や 環 境 へ の配 慮 とい った 理 由 に よ り新 た な駐 車
場 の増設 が 困難 な場 合 に も,既 存 の駐 車 容 量 を高度 利 用す る予約 制 駐 車 場 シ
ステ ムは効 力 を発 揮 す る と考 え られ る.
必 要 台 数 の 推 計 式Y=A×BXCx(1/D)×(1/E)
(Y:駐車 場 必 要 台 数,A:年 間 利 用 者 数,B:ピ ー ク 日集 中 率,C:自 動 車 分 担 率,
D:1台 当 た り同 乗 者 数,E:駐 車 場 回 転 数)
1.4.3観光 と予約 制駐 車 場 シス テム
観 光 地 域側 の観 点 か ら,予 約制 駐 車 場 は交 通 需 要 の分 散 に大 き な効果 を発 揮
す る.レ ジ ャー とい った観 光 需 要 は季 節 や 曜 日ご との変 動 が 大 き く,最 大 需 要
に合 わせ て 駐 車 場 や 交 通 イ ン フ ラ を整 備 す る こ とは 維 持 運 営 管 理 の こ とを鑑
みて も現 実的 で な い上 に非効 率 で あ るた め,既 存 駐 車容 量 に近 い また は超 え る
需 要 が 見込 まれ る 日に予約 制 度 を実施 す る こ とで,混 雑 を軽減 す る こ とが で き
る.
一 方 で ,観 光 客 の観 点 か らは予約 制 の駐 車場 の選 択肢 が あ る こ とに よ り,特
に混 雑 期 にお い て駐 車 場 の 空 き を気 に して 自宅 を早 く手発 す る こ とや,満 車 の
た め駐 車 場 待 ち を経 験 す る こ とな くス ムー ズ に観 光 地 ま で 自動 車 で到 着 す る
こ とが で き るた め,時 間 の損 失 や ス トレス が無 い こ と,時 間 が読 め る事 に よ っ
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て旅 程 が組 み や す くな る等 の メ リッ トが あ る.ま た,事 前 に駐 車 場 の位 置 が分
か る こ とに よ り,駐 車場 を探 す 手 間や ロス を な くす こ とが で き る とい う利 点 も
あ る.
岐 阜 県 の 白川郷 や 大 分 県 の湯 布 院 は,観 光 地 区に お け る駐 車場 マ ネ ジ メ ン ト
の先 進 事例 と して知 られ る観 光 地 で あ る.白 川 郷 で は,2000年代 初頭 に集 落 中
心部 へ の 車 両 乗 入 れ 規 制 と と も に駐 車 場 予 約 シ ス テ ム を導 入 す る社 会 実 験 を
行 った.ま た,由 布 市湯 布 院 地 区 にお い て もパ ー クア ン ドライ ドと組 み合 わせ
たパ ッケ ー ジ施策 の 中で駐 車場 予約 シ ステ ムの社 会 実 験 を実 施 して い るが,両
者 ともに現 時 点 で は本 格 実施 に至 って い ない.
また,花 火 大会 な どのイ ベ ン トで一 時 的 に予 約 制駐 車 場 を導入 す る事例 は幾
つ か 存在 す る.2017年の 土浦 全 国花 火 競技 大 会 や全 国花 火 競技 大 会 「大 曲 の花
火 」 で は駐 車 場 の 予約 を実施 して お り,土 浦』で は距 離 に応 じて4320円～8640
円,大 曲 も2000円～4000円とい っ た価 格 帯 でサ ー ビス を提供 してい る.し か
しなが ら,特 に大 曲の 花火 は予 約方 法 が電話 のみ で あ り,シ ステ ム と言 え る も
ので はな い.
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第2章 予約制駐車場の現状及び先行研究 について
2.1既往研 究 の 整理 と本 研 究の 位 置 付 け
こ こで は,駐 車 場 マ ネ ジ メ ン トを行 うこ とに よ って,最 適 な駐 車 場利 用 や 交
通 問題 解 決 を 目的 と した既 往 研 究 を概 観 す る.駐 車場 マ ネ ジメ ン トを用 いた 既
往 研 究 は数 多 く存在 す るが,主 に どの よ うな駐 車 場 選択 要 因 を考 慮 し,マ ネ ジ
メ ン トを行 うのか とい う点 にお い て 異 な って い る.
例 えば塚 口 ・鄭(1988)は,「駐 車場 か ら 目的地 まで の距 離 」 に着 目 し,ア ン
ケ ー トに よ る実 態 調 査 か ら複 数 の 駐 車 場 が あ っ た場 合 の 単 位 時 間 当 た りの 料
金 差 と,駐 車 場 か ら 目的地 まで の 距離 差 との対 応 関係 を分 析 す る こ とで,目 的
地 まで の距 離 に応 じた価 格設 定 を提案 した12).また,室 町 ら(1993)は,「待
ち時 間 」 に着 目し,ア ンケー ト調 査 か ら精度 の高 い待 ち時 間情 報 を提供 す る こ
とで,効 率性 と機 会性 の高 い ドライ バ ー の駐 車 場 選択 行 動 が 実現 され る こ とを
示 し,待 ち 時間 情報 提 供 の導 入 を提 案 した13).さらに,本 橋 ・永 井(1995)は
主 に 「来 訪 の 目的(ア クテ ィ ビテ ィ)」に着 目 し,ア ン ケー ト調 査 よ り来訪 の 目
的 に よっ て駐 車場 に求 め る条件 の優 先順 位 が 異 な る こ とを 明 らか に し,目 的 に
応 じた駐 車 場 配 分 を提 案 した14).橋本(2013)や金森 ら(2013)は,駐車場 にオ ー
ク シ ョンの概 念 を取 り入 れ,収 益 最 大 化 を 目的 と した シ ミュ レー シ ョン分 析 を
実 施 した15)16).
また,特 に観 光 地 を対 象 と した駐 車 場 予約 シ ステ ム に 関す る研 究 は 以 下 の も
のが あ る.山 本 ら(2004)では,大 分 県湯 布 院 にお い て観 光 中心 地 区の駐 車 場
を ほ ぼ全 て予 約制 に し,予 約 して い ない 車 を侵 入 させ ない よ うな状 況 下 で実 験
を行 った.そ れ だ けで な く,パ ー ク ア ン ドライ ドの 実施 や 郊外 の無 料駐 車 場 設
置 な どを組 み 合 わせ て,観 光 客 の駐 車場 利 用 の選 択 肢 を増 や した17).この選 択
肢 の増加 に よ り,渋 滞 や駐 車 待 ち を経 験 した人 の割合 が少 な くな り,中 心部 で
の 予 約 制 駐 車 場 の 需 要 も 高 か っ た とい う調 査 結 果 を示 して い る.久 保 田 ら
(2002)は,世界遺 産 地 区の 白川 郷 に お いて 一 部駐 車場 に予約 制 度 を導入 し,駐
車 場 予約 シス テ ム が ピー ク 時 に お け る観 光 交 通 コ ン トロー ル に有 効 に働 く可
能 性 を示 した18).また,古 城 ら(2008)につ いて も同様 に 白川 郷 にお い て,観
光 中心 部 の交 通 円滑化 の た め の車 両進 入 禁 止規 制 に対 して異 議 を唱 え,観 光 制
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限で はな く予 約 システ ムの 導入 に よ り交 通 量 を抑 制 しつ つ も,観 光 客 の満 足 度
を高 め る こ とが で き るか社 会実 験 を行 うこ とで調 査 した19).様々 な要 因 を説 明
変 数,満 足 度 を 目的変数 と して,二 項 ロジ ッ トモ デル を構 築 し,ど の要 因が満
足 度 と正 の相 関が あ るか を分析 した.清 水(2017)は,観光 地 にお い て 予約 シス
テ ム を 導 入 す る た め に必 要 な観 光 客 の予 約 制 度 に対 す る利 用 意 向 と支 払 意 思
を分 析 し,確 実 に駐 車 で き る とい うよ うな予 約 制 の駐 車 場 サ ー ビス導 入 が,
人 々の駐 車 場利 用 に与 え る影 響 につ い て 明 らか に した20).
予 約 制駐 車 場 の研 究 につ い て は上記 の よ うな 蓄積 が あ る.駐 車 場 予約 シ ステ
ム導 入 後 の 観 光 客 や 交 通 に 与 え る影 響 を調 査 した研 究 は 上 記 の よ うに数 多 く
存 在 す る もの の,予 約 シ ス テ ム導 入 に よ る地 域全 体 で の駐 車 場 収 入 の変化 や,
予 約 シ ス テ ム 自体 の価 値 及 び 予 約 制 駐 車 場 が よ り効 果 的 に利 用 され る た め の
付 帯 サ ー ビス の価 値 も含 めて検 討 され た研 究 は現 時 点 で は存 在せ ず,こ の点 に
おい て研 究 の新規 性 が あ る と言 え る.
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2.2研究 対象 地選 定
研 究 対象 地 の条件 と して,観 光 地 と して 人気 が あ り,自 動 車 で のア クセ ス も
多 い 場 所 で あ る こ と.そ して,交 通 渋 滞 が発 生 して い る原 因 と して,道 路 の 問
題 だ けで な く駐 車場 問題 が存 在 す る こ と.さ らに は,需 要 の繁 閑 が顕 著 に見 ら
れ,ピ ー ク シー ズ ンに は慢 性 的 に駐 車 場 不 足 が発 生 して い る地 域 で あ る こ と.
この3つ の 条件 を満 たす 地 域 として高 尾 地 区 を選 定 した.
2.3高尾地 区の概 要
図2-1は高尾 地 区の範 囲 を示 してお り,高 尾 町,南 浅 川 町,裏 高 尾 町,西 浅
川 町,東 浅 川 町,廿 里 町,初 沢 町,狭 間町 の計8つ の町 か らな る地 区で あ る こ
とが 分 か る.地 区 内 には,ミ シ ュラ ン三 ツ星 に認 定 され 今 や観 光 地 と して名 高
い高 尾 山が あ り,世 界 か ら年 間200万 人 もの観 光 客 が訪 れ る こ とで,ピ ー ク シ
ー ズ ンに は観 光 客 で非 常 に活 気 に あふれ て い る.
一 方 で ,こ の地 区 内の住 民 に 目を向 け る と,図2-2に 示 す よ うに地 方 の宿命
とも言 うべ き高齢 化 が進 ん でお り,平 成22年 時 点 で 高齢 化 率22.8%と4人 に
1人 が高 齢者 とい う割合 で あ る.同 時 に,地 区全 体 と して人 口減 少 も進 んで お
り,典 型 的 な少 子 高齢 化 の 地 区で あ る と言 え る.
そ の他,図2-3,2-4から分 か る よ うに,生 活 に必 要 な商 業施 設 や 医療 施 設 は
高尾 駅周 辺 に集 積 してお り,高 尾 駅 付 近 以外 の住 民 は何 らか の足 が必 要 とな る.
特 に高齢 者 に とっ て は,doortodoorな交通 手 段 が必 要 で あ り,日 常 的 に利 用
で き る コ ミュニ テ ィバ ス の運 行 な どが望 まれ て い る.
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2.4高尾地 区の 交通 状 況
図2-5は高尾 地 区の 交通 状 況 を示 して い る.主要 な道 路 と して 国道20号(甲
州 街 道)が 通 っ てお り,今 なお 人 々 の重 要 な移 動 経路 の役 割 を担 って い るこ と
が伺 え る.
公 共 交 通機 関 と して は,京 王 電鉄 が新 宿 か ら高尾 山 口駅 間 を運 行 して お り,
高尾 山 を訪 れ る観 光 客 の ほ とん どが この 高尾 山 口駅 を利 用 して い る.JR東 日
本 も 中央線 が東京 一高尾 駅 問 を結 び,電 車 で の都 心 か らのア クセ ス は充 実 して い
る.電 車 以 外 に は路 線 バ ス も存在 し,京 王バ スが 高尾 駅 一小 仏 間 を頻 繁 に結 んで
い る他,神 奈 川 中央 交通 が八 王子 一高 尾 山 口駅 間な どを結 ん で い るが本 数 は少 な
い状 況 で あ る.こ の こ とか ら,地 域住 民 に とっ て は国道20号 沿 いや 駅周 辺 を
除 き,多 くの地域 で 自動 車 が な けれ ば不 便 で あ る こ とが分 か る.
近 年,圏 央 道 に高尾 山ICが で き,観 光 客 に とっ て は高 速道 路 での ア クセ ス
が飛 躍 的 に 向上す る こ ととな った.し か し,高 速 道 路 を降 りて高 尾 山 口駅 周 辺
に ア クセ スす るた め に は,依 然 と して 国道20号 を通 ら ざる を得 ない.図2-6が
示 す よ うに観 光 の ピー ク シー ズ ン にお いて は何 回 も渋滞 が発 生 し,地 区住 民 に
とって の生 活 道 路 が機 能せ ず,住 民 の生活 利 便 性 を一層 損 な わせ てい る現 状 が
あ る.
す で に,八 王 子観 光 協 会 が ホー ムペ ー ジな どで,公 共 交 通機 関 の利 用 を呼 び
か けて お り,図2-7の 高尾 地 区交通 実 態調 査 デ ー タ21)より全 観 光 客 の77.3%
20
は公 共 交通 機 関で訪 れ て い る とのデ ー タ も あ るが,未 だ渋 滞 は な くな っ てお ら
ず,観 光 客並 び に 地域 住 民 の不 満 は 高 ま って い る.
高尾 山地 区 で は,ゴ ール デ ン ウィー クや 紅 葉 シー ズ ン にな る と,鉄 道 ・道 路
とも に混雑 が発 生す る.道 路 混 雑 に着 目す る と,そ の主 な原 因 は三 点 あ る と考
え られ る.ま ず一 点 目の理 由 と して,高 尾 山 口駅 付近 へ のア クセ ス道 路 が 限 ら
れ て い る とい うこ とで あ る.高 尾 山 口駅 へ は国道20号 を通 ら ざる を得 な く,
さ らに近年 高尾 山 の西側 に 首都 圏 中央連 絡 自動 車 道(圏央 道)高尾 山イ ン ター チ
ェ ン ジが 開通 し,利 便性 が 高 ま った こ とか ら混 雑 が激 化 して い る.高 尾 山 口駅
付 近 は,現 在 の 高尾 山登 山 の起 点 で あ り,駐 車 場 も多数 集 ま っ てい るた め車 が
集 中 しやす い 状 況 に あ る.二 点 目は,駐 車場 の容 量 が不 足 して い る とい う,空
間的 な理 由 で あ る.ピ ー ク時 には駐 車場 容 量 が十 分 で は な く,駐 車 場待 ち の車
両で 国道20号 が渋 滞,ま たは駐 車 場 を探 して地 区 内道 路 を うろつ く車 両が発
生 して い る.高 尾 山の 大規 模 な駐 車 場 は基本 的 にそ の場 で 空 き を待 っ こ とが で
き ない た め,特 に後 者 の要 因 に よ り渋 滞 が激 化 して い るこ とが考 え られ る.三
点 目は,登 山 とい う特性 上,午 前 中 に到着 需 要 が集 中す る とい う時 間 的 な理 由
で あ る.こ れ らの た め,高 尾 地 区住 民 の移 動 利 便性 や 安 全 性 が脅 か され てい る
ので あ る.
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2.5高尾 山地 区の駐 車 場 状 況
高 尾 山地 区 内に は,市 や 京 王 電鉄 が運 営す る大 規模 駐 車 場 だ け で はな く,地
区住 民 が独 自に運 営す る小規 模 駐 車 場 が広 範 囲 に分 布 して い る.こ の よ うな駐
車 場 は,地 区全 体 と して の駐 車場 料 金 設 定や 誘 導案 内 の不 適切 性 な どに影 響 を
及 ぼ して お り,効 果 的 な駐 車 場 運 営 が な され て い る とは言 い 難 い 状 況 で あ る.
これ らの課 題 を解 決 す るた め の手 段 と して,地 区駐 車場 マ ネ ジ メ ン トの仕 組 み
22
を提 案 す る必 要 が あ る.
まず,駐 車場 の位 置 と種 類 を図2-8に示 した.た だ しこれ は,2014年11.月
の八 王 子市 の調 査 時 の もの で,現 在 とは状況 が異 な る とこ ろが い くつ か あ る こ
とは後 に述 べ る.駐 車 場 の 立地 と して は,高 尾 地 区 の地 理 的条 件 か ら国道20号
沿 い に集 中 して い る こ とが 分 か る.ま た,駐 車 場 の種 類 の うち軒 先 駐 車場 と示
され た もの は,個 人 の 所有 す る土 地 を駐 車場 と して貸 し出 して い る もの で,高
尾 地 区の特 徴 的 な駐 車 場 で もあ る.駐 車 可 能 台数 につ い て,2017年11,月現在
で901台 あ る こ とが分 か っ た.こ の 中 には,月 極 駐 車場 や 用途 不 明な駐 車 場 は
含 まず,観 光 目的 で利 用 で き る駐 車 スペ ー ス の数 を表 してい る.カ ウ ン ト方 法
は,八 王子 市 が2014年11.月に行 った調 査 結 果 を参 考 に,2017年5月 に実 地
調 査 を行 っ て 当時 の駐 車 場状 況 と比 較 した.さ らにそ の 半年 後 の11月 に も追
加 の調 査 を行 い,当 時 と変 わ らず 現 在 も駐 車 場 と して使 われ て い る と ころ は八
王子 市 の調 査 結果21)を引用 し,新 た に駐 車場 が で き た とこ ろは駐 車容 量 を数 え,
現 在 は使 われ て い な い ところ は0と して集 計 した.そ の結 果,駐 車 場全 体 の う
ち8割 が,清 滝 駅 か ら5分 以 内 の位 置 に あ る こ とが分 か っ た.
駐 車 場 の利 用 状 況 につ いて 現地 で の観 察 の結 果,休 日の高尾 山 口駅付 近 の駐
車 場 は午前9時 に は満 車 とな り,だ んだ ん と北 の駐 車場 へ と車 が流 れ て い くこ
とで あ る.こ の 頃 に は,国 道 は車 両 で 混雑 して い る こ とが 多 か った.特 に11.月
の紅 葉 シ ー ズ ンの場 合,平 日の7時 半 には満 車 とな り,休 日だ と6時 前後 に は
満 車 とな って しま うよ うで あ る.北 側 に は,軒 先駐 車場 が広 く分布 して お り,
住 民 に よ る駐 車 容 量 を超 えて も なお 行 われ る案 内誘 導 や 路 上 で の駐 車 場 に つ
いて の 口頭 案 内な どに よ って,混 雑 を よ り悪 化 させ て い る状 況 も見 られ た.こ
の よ うな現 状 が 重 な って,交 通 渋 滞 の発 生 につ な が って い る と考 え られ る.
そ の よ うな現 地 の様 子 を写真 に収 めた の で,こ こで い くつ か 紹介 す る.写 真
1か ら3は 運 営 主体 が 異 な る駐 車場 で あ る.写 真4は,車 が 無秩 序 に駐 車 され
た軒 先駐 車 場 の例 で あ る.写 真5は,地 区住 民 が 自分 の軒 先駐 車 場 へ と誘 導案
内す る様 子 で あ る.そ して 写真8は,高 尾 山 口駅付 近 の国道20号 にお け る渋
滞 の様 子 で あ る.最 後 に写真6,7は 高尾 山 口駅 か ら高 尾 山ヘ ア クセ スす る裏
参 道 と高尾 山登 山鉄 道 ケ ー ブル カ ー の混 雑 の様 子 で あ る.
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2.6たか お ・まちPプ ロジ ェク トに つ いて
この プ ロジ ェ ク トは,首 都 大 学東 京 と八 王子 市 な どが産 学連 携 で進 め るもの
で あ る.趣 旨 として は,高 尾 地 区 の快 適性 を高 め,地 区住 民 と観 光 客 両者 に と
って魅 力 的 な ま ちを形 成 す るた めの もので あ る.図2-10は 将 来 のDMO組 織
構 造 の イ メー ジ を表 して い る.そ の 中 には,観 光 開発 や 交 通 マネ ジ メ ン トな ど
が あ り,本 研 究 で は交 通 マネ ジ メ ン トの柱 と して,新 た な駐 車場 マ ネ ジ メ ン ト
を扱 う.
具 体 的 には,高 尾 地 区 内お よび周 辺 地 区 の駐 車 場 を一 括 運 営す る事 前予 約 シ
ステ ムの導 入 に よ り,駐 車場 の収益 増 を もた らす.さ らに,そ の収益 の一 部 を
ま ち づ く り資 金 や 交 通 問題 の解 決 費 用 に活 用 す る仕 組 み を設 計 し よ うと して
い る.こ れ に よ り,図2-11で示 す よ うに地 区住 民,駐 車場 オ ー ナ ー,観 光 客 の
三者 が メ リッ トを得 られ る仕 組 み にな る と考 えて い る.
図2-12は,新 た な駐 車 場 料金(コ ス ト)構 造 を示 して い る.従 来 の料 金 と
比 較 す る と,従 来 の料 金 プ ラ ス予 約 シス テ ム の運 営 コ ス ト,ま ちづ く り資金,
駐 車 場 オ ーナ ー へ の追 加 収益 を まか な うだ けの料 金 設 定 が必 要 とな る.
2016年11.月か ら12Aに か け て社 会 実験 が実 施 され た.予 約 制 駐 車場 の提
供 に あた っ て は,軒 先株 式 会 社 の 予約 シス テ ム を利 用 し,予 約 ・利 用状 況 の観
察 を行 っ てい る.駐 車 場 の位 置 は,図2-13で示 した よ うに,高 尾 山 口駅 前 の 駐
車 場,そ の北側 の落 合駐 車 場,南 側 の春 泉 寺 駐 車場 の3箇 所 で 実施 した.国 道
20号沿 い だ けで な く,奥 ま っ た場所 の駐 車 場 もあ るの で,地 区 内道 路 で の地 区
住 民 の 安全 性 につ い て も検 証 す る機 会 とな る.ま た表2-1は,軒 先 パ ー キ ン グ
内た か お ・ま ちPプ ロジ ェ ク トの ウェブ サイ トへ の ア クセ ス状 況 と予約 件 数 を
集 計 した もので あ り,軒 先 株 式 会社 か ら提供 してい た だ いた.こ のプ ロジ ェ ク
トは,2016年が初 めて の取 り組 み で観 光 客へ の認 知 も不 十 分 で あ った た め に,
予 約 件数 は決 して 多 くはな い ものの,ア クセ スユ ニ ー クユ ー ザー 数 か ら潜 在 需
要 の確 認 をす る こ とがで きた.
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表2-1実 験 中 の ア クセ ス 状 況 と予 約 件 数
期 間 ア クセ スUU数 予約件 数
高尾町パ ー キング 12/02～12/14742
落合駐 車場(普 通 車専用) 11/13～12/142025
落合駐 車場(小 型 車専用) 11/13～12/14811
春 泉寺(平 日専用) 11/24～12/14631
春 泉寺(土 日祝 専用) 11/24～12/14662
高尾 山 口駅 前P(一 般) 11/13～12/144873
高尾 山 口駅 前P(バ イ ク専用) 11/13～12/14920
合計 69614
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第3章 滞在 人 ロデー タ を活用 した観光地 来訪需 要把握
本 章 で は滞 在 人 ロデ ー タを活 用 し,高 尾 山に お け る駐 車需 要推 定 を行 う.
デ ー タに は株 式 会社 ドコモ ・イ ンサ イ トマ ー ケ テ ィ ン グが提 供 す るモ バ イル
空 間統 計 を使 用 した.
3.1モバ イル 空 間統 計 とは
株 式 会社 ドコモ ・イ ンサ イ トマ ー ケ テ ィ ン グが提 供す る携 帯 電話 基 地 局べ
一 スの滞 在 人 ロデ ー タで あ り,各 基 地局 のエ リア毎 に存在 す る携 帯電 話 を周
期 的 に把 握 す る仕 組 み を利 用 して携 帯電 話 の台数 を集 計 し,キ ャ リア の普及
率 を加 味す る こ とで人 口を推 計 す る こ とがで きる.基 本 的 に は時刻 別 の空 間
的人 口滞 在 分布 のデ ー タが 中心 とな っ てい て,県 や 地域 間 で の流 動程 度 の マ
ク ロ な分析 な ら比較 的高 精度 に把握 可能 とい うと ころに利 点 が あげ られ る.
本 研 究 に おい て は 高尾 山エ リア 内の 時刻 別 滞在 人 ロデ ー タ が必 要 で あ った た
め,モ バイ ル 空 間統 計 デ ー タ を用 い て分 析 を行 っ た.
表3-1モ バ イル空 間統計デ ー タの特徴
日時 工リア 贋性 サンプル置 特徴
モ八イル
空間統計
24時聞365日
◎
500mメッシュ
ム
性別、年代、契
約住所
○
7,000万人
◎
一
により信頼性の高幽
GPSデータ 24時間365日
◎
ポインiテー タ
○
承認内容による
△
少 ない
×
ユ 革 か ロ"じ
国勢調査 5年に1回
(最長7年 び)タイ
ム;ク)
×
町丁目レヘル
ム
年代 、性 別 、家 族
形 態、居 住状 況 、
職 峯、最 終学 歴等
○
全国民
◎
全国 民斉対r表・しし蔚 奮醤
通行量調査 調査を実施した
δる日
×
特定の通つ(通
路)
◎
年代、性別
○
限定的
△
通行量の実数斉把握
てきる
1
株 式会社 ドコモ ・イ ンサイ トマー ケテ ィング ウェブ サイ トよ り引用
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3.2デー タの 加 工 と分 析 方 法
本研 究 で用 い たデ ー タは500m四 方 の解像 度 で1時 間 ご との居 住 地 市 区町
村 別,年 齢 別(10歳毎 の 階級別,15～79歳が 対象),性 別 の滞 在 人 口数 が把握
で き る仕 様 となっ て い る.デ ー タの性 質 上,日 本 人 が 大 半 だ と想 定 され る.
対 象66日,500m四 方 ×14メ ッシ ュ にお け る6時 ～23時1時 間 毎 の滞 在 人
口を算 出 し,.月別 平休 別 の 平均 値 と して整 理 した.そ の 際,深 夜 帯 の対 象14
メ ッシ ュ内 の滞在 人 口の 平均 が1700.4人だ っ たた め,1700人を対象 地 域 の
居 住 人 口 と して設 定.滞 在 人 口か ら一様 に除 き,来 訪滞 在 人 口を算 出 した.
また,モ バ イ ル 空 間統 計 は15～79歳 を対 象 と した デー タで あ るた め,平 成
27年国 勢調 査 の 階級 別 人 口22)を使 用 して全 年 齢 人 口へ 拡 大推 計(1.254倍)を
行 った.こ れ に よ り,高 尾 山 の1時 間 ご との滞 在観 光 客 数 が導 出 され た.
罵 器
浦安市 魏 齢 ル
査人象
図3-1デ ー タ の イ メ ー ジ 図3-2対 象14メ ッ シ ュ
月・平休別滞在観光客数
12∞0
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8000
6000
4000
2000
0
60070080090010001100120013001400150016001700180019002000210022002300
-1月 平 一1月 休 一2月 平 一2月 休 一3月 平 一3月 休 一4月 平 一4月 休 一5月 平
一5月 休 一6月 平 一6月 休 一7月 平 一7月 休 一8月 平8月 休 一9月 平 一9月 休
一10月 平 一10月 休 一11月 平 一11月 休 一12月 平 一12月 休 一 年末年始
図3-3.月別 平休 別 日平 均 時 間 帯 滞 在 観 光 客 数(単位:人)
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3.3入込観 光 客 数 の推 定
高 尾 山の1時 間 ご との滞 在観 光 客数 を用 い て,1時 間 毎 の入 込観 光 客 数 を計
算 す る.滞 在 人 口か ら入 込観 光 客数 を推 定 す るに は観 光 客 の平 均滞 在 時 間 が
必 要 とな る が,次 章 で実施 した高 尾 山観 光 客 の ア ンケ ー トで得 られ た滞 在 時
間 ヒス トグ ラ ム よ り,5時 間 を平均 的滞在 時 間 と して設 定.X時 に到 着 した観
光 客 はX+5時 に帰 る と想 定 し,以 下 の式 にて増 加 人 口を推 計 した.
X時 入 込 観 光 客 数=X時 滞 在 人 ロー(X-1時滞 在 人 口)+(X-5時の 増 加 人 口)
月・平休 別入込観光客数
3500
3000
25{〕0
?OOO
1{)〕0
0
??
600700800900100011001200130014001500ユ6001700180019002000
-1弓 干 一1弓1† 一 ～fi平 一2焉 怖 一3月;一 凋 休 一il目 平 一4弓1† 一 も日平
一 ～弓↑†-c・ 弓平 一c・9t† 一 フ目干 一7月 休 一8弓;sgl†-9弓 平 一9目 イ†
-IOEI平 一10月1†-11弓;-11弓1†-1?目 平 一12弓{† 一 年等年始
図3-4月 ・平休 別 時 間入 込観 光客 数
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3.4駐車需 要 の 推 定
次 章 で実 施 した ア ンケ ー トで得 た 自動 車 で の訪 問率(×21.0%),一台 あた り
の乗 車 人数(/2.64人)を考 慮 し,滞 在観 光 客数 べ 一 ス の 時間 帯別 駐 車 場使 用(占
有)台数 と入 込 観 光 客数 べ 一 ス の時 間 帯別 駐 車 需 要 を推 計 した.
,月・平休別駐車場使用台数
1000
900
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
600700800
-1 .月平
一3月 休
一6月 平
8月休
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90010001100
-1 .月休
一4月 平
一6月 休
一9月 平
一11 .月休
12001300140015001600
-2月 平2 .月休
一4月 休 一5月 平
一7月 平 一7月 休
一9月 休 一10月 平
一12月 平 一12月 休
図3-5時 間帯 別 駐 車場 使 用(占有)台数
時間別駐車需要
1700180019002000
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年始
350
300
250
200
150
100
50
0
60070080090010001100
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一1月 休
一4月 平
一6月 休
一9月 平
一11月 休
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?。?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
図3-6時 間帯別 駐 車 需 要
1700180019002000
-3月 平
一5月 休
一8月 平
一10月 休
年始
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3.5集客 圏の 分析
来 訪者 の居 住 地 市 区町村 デー タ を用 いて,高 尾 山の集 客 圏 を図示 した.分
析 に はArcGISを用 い た.図3-7は 高尾 山の 来訪 者 の 実数 を居住 地 別 に表 して
いて,図3-9は そ の 市 区町 村 の人 口で 正規 化 して居 住 人 口の多 寡 の影 響 を軽減
した もの で あ る.ま た,図3-8は ピー クシー ズ ンの集 中度合 い を表 してお り,
図3-10は午 前7時 に高尾 山 に到着 して い る観 光 客 の居 住 地 を示 して い る.
凡例
高尾山来訪傾向_居住地
図3-7高 尾 山集 客 圏(実数)
図3-9高 尾 山集 客 圏(人 口正 規 化)
図3-8紅 葉 シ ー ズ ン訪 問 率
図3-10早 朝 到 着 率
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3.6モバ イル 空 間統 計 を活 用 した 需 要把 握 の考 察
図3-3よ り,来 訪 の ピー クは11月 休 日,年 始,5月 休 日,10.月休 日,4月
休 日,11.月平 日とい うこ とが で き る.特 に11.月休 日の 多 さが 目立つ が,こ れ
は高 尾 山が紅 葉 で有 名 な こ とに よ る もので,秋 の行 楽 シー ズ ン には大 変 な混
雑 とな るがそ れ がデ ー タ よ り証 明 され た.こ れ よ り,紅 葉 ・初 詣 ・新 緑 の 時
季 が 高 尾 山 にお け る ピー クシー ズ ンだ とい うこ とがで き る.
時 間 的 な観 光 客 の動 き と して は,朝7時 台 か ら高尾 山 に到着 す る観 光 客 が
増 え始 め,9時 か ら11時 にか け て来訪 の ピー クを迎 え る.12時 か ら13時 に
か けて は午 前 中に 高尾 山 に到 着 した観 光 客 が 出発 し始 め るが依 然 と して 到着
も続 くた め,高 尾 山 内 に滞在 して い る人 口が ピー ク を迎 え,空 間 的 に一 番混
雑 して い る時 間帯 とな る.昼 過 ぎか ら夕方 にか け て滞在 人 口が 大 き く減 少 し
てお り,特 に15時 頃 が高 尾 山 を 出発 す る ピー ク とな る.日 没 か ら夜 間 にか け
て は ほ とん ど人 が い な くな り,夜 間 に滞 在 して い る来訪 者 は ほぼ ゼ ロ とい う
状 況 で あ る.
計 算 上 の入 込観 光 客 数 は156万3057人で あ り,外 国 人 も含 めた登 山者 数 が
200万人 以 上 とい われ て い る こ とか らも妥 当 な数 字 とい うこ とが で き る.ま
た,年 間 の駐 車 需 要 は12万4213台 だ と試 算 され た.図3-5の11月 休 日13
時 の駐 車場 占有 台数 は高 尾 山 の最 大駐 車 容 量 で あ る901台 に肉薄 してお り,
早 急 な駐 車 場 マ ネ ジ メ ン ト導入 が 必 要 だ と考 え られ る.
図3-7よ り,集 客 圏 は主 に関東 平 野 とそ の近郊 で,北 は北海 道 か ら西 は兵 庫
県 まで確 認 され た.ボ リュー ム ゾー ン と して は練 馬 区,杉 並 区,世 田谷 区,
府 中市 で,そ の他 東 京 都東 部 か ら千葉 県 にか けて多 くの観 光 客 が 来訪 して い
る.図3-9よ り,人 口比 で は多摩 地 域 ・23区西 部 の割 合 が 高 く,次 い で23区
東 部 や神 奈 川 県,千 葉 県 北 西部 の割 合 が高 い こ とがわ か っ た.埼 玉県 秩 父郡
小 鹿 野 町や,栃 木 県塩 谷 郡塩 谷 町 の割 合 が高 く出 てい るが,こ れ は調 査 対象
日に町 民バ ス ツア ー等 が 開催 され た こ とに よ る ものだ と考 え られ る.
図3-8よ り,遠 方 か らの観 光 客 は11.月の 紅葉 シー ズ ンに来 訪 す る割 合 が 高
く,近 郊 の観 光 客 は シー ズ ンを 問わ ず訪 れ て い る こ とが分 か った.ま た 図3-
10より,遠 方 に も関 わ らず群 馬 県 や埼 玉県 か らの到 着 が 早 いが,こ れ は圏 央
道 の開 通 に よ って便 利 とな っ た車利 用 の観 光 客 の可 能性 が考 え られ る.
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3.7重回帰 分 析 を用 いた 駐 車需 要 予 測
3.7.1シー ズ ン別 の需 要 予 測
本 項 で は,モ バ イル 空 間 統計 で 得 られ た 日別 の駐 車 需 要 を説 明 変数,平 日
休 日,天 候,新 緑 ・紅 葉 ・年 始 の行 楽 時期 ダ ミー変 数 を被 説 明変数 と した 重
回帰 分析 を行 って駐 車 需 要 を予 測 す るモ デ ル を作 成 す る.暦 は2016年を例 と
して,新 緑 シー ズ ン は4月 末 と5月3週 目ま で,紅 葉 シー ズ ンは11月 中,年
始 は1.月1日 ～3日 と した.天 候 デ ー タ は気象 庁(東京気 象 台)のデ ー タ を用
い,晴 天 ・曇 天 と雨天 の 日数 を平休 ・行 楽 シー ズ ン別 に算 出 した.分 析 には
統 計解 析 ソフ トSPSSを用 い,強 制 投入 法 に よっ て有 意 とな った 変数 を用 い
てモ デ ル を構 築 した.以 下 に結 果 を示 す.
表3-2平 休 ・天 候 ・行 楽 シ ー ズ ン対 象 日数
平 日 休 日 紅葉 紅葉 新緑 新緑 年始平日 休日 平日 休日 計 総計1
日数 晴/曇雨天
142
71
65
31
147811
6341
3
0
250
116
1
366
表3-3モ デ ル の 要 約
_"モ丁ル R R2乗(決 定係 数) 調 整済R2乗 推定値の標準誤差
1 .797a .636 .605 286,494
a.予 測 値: (定数),年 始 ダ ミー,新 緑 ダ ミー,休 日 ダ ミー,雨,
表3-4変 数 毎 の 係 数
紅葉 ダ ミー
標準化 されて いな い係数 標準化係数
_"モ 丁 ル B 標準誤差 べ 一 タ t 有意確率
1(定 数) 245,078 80,473 3,045 .003
休 日 ダ ミー 292,041 82,472 .282 3,541 .001
雨 天 ダ ミー 一291.559 79,805 一.292 一3.653 .001
紅葉 ダ ミー 704,062 91,641 .619 7,683 .000
新緑 ダ ミー 300,201 102,002 .238 2,943 .005
年始 ダ ミー 486,548 174,692 .224 2,785 .007
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結 果 は上 記 の とお りで あ る.決 定係 数R2は0.636とな り,用 い た変 数 に よ
って 被説 明変 数 の63.6%が説 明 で きて い る こ とにな る.ま た,す べ て の変 数
が1%水 準 で有 意 とな っ た.
分 析 の結 果,変 数 に よ って係 数 に大 き な差 が あ る こ とが わか った.一 番効
果 が あ る変 数 は紅葉 シー ズ ンで,そ の効 果 は約704台 分 で あ る.一 方,雨 が
降 る と負 に効 果 が あ る こ とが わか り,約292台 駐 車 需 要 を減 少 させ る こ とが
わか った.
以 下 に条 件 別 の駐 車 需 要 を ま とめた表 を作成 した.一 番 駐 車 需 要量 が多 い
の は天候 に恵 まれ た紅 葉 シー ズ ンの休 日で,モ デル よ り1241台自動 車 で の来
訪 が あ る と予 測 され る.
表3-5平 休 ・天候 ・行 楽 シー ズ ン別 駐 車 需 要 予 測(単位:台)
平 日 休 日 紅葉平
日
紅葉休
日
新緑平
日
新緑休
日
年始
晴/曇 245 537 949 1241 545 837 1024
雨天 176※ 246 658 950 254 546 732
※:雨 天 の平 日につ いては サ ンプル数 が少 な く,モ デル にお いて負 の値 とな るため便宜 的
に該 当 日の平均値 を採 用 した.
3.7.2年間 の駐 車 需要 算 出
2016年を例 に,表3-2の シー ズ ン対象 日 と表3-5の シー ズ ン別 駐 車需 要 予 測
をか け合 わせ,年 間の 高尾 山全 体 の駐 車 需 要 を算 出 した.結 果 は以 下 の表 の通
りで,高 尾 山全 体 で年 間13万6789台の駐 車需 要 が想 定 され る.
表3-6年 間 の駐 車 需 要(単 位:台)
紅葉平日 休日
平日
紅葉
休日
新緑
平日
新緑
休日 年始 計 総計1
日数 晴/曇
雨天
347903490513286
1249676263948
8687
2850
4360
1016
9207
546
3072
0
108307
28482
1
136789
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第4章 ア ンケー ト調査 を用 いた駐車場選 択モ デルの構築
本 章 で は,観 光 地 に お け る予約 制 駐 車 場 の選 択 嗜好 モ デ ル を構 築 す る こ とを
目的 とし,高 尾 山にて観 光 客 を対象 に ア ンケー ト調査 を実 施 した.ま ず,ア ン
ケー トの 中 で も現 地 での街 頭 ア ンケ ー トを選択 し,ア ン ケー ト調 査 票 を用 い た
調 査 員 に よる聞 き取 り方 式 で ア ンケ ー トを実施 した.こ れ は,実 際 にそ の時 高
尾 山へ 来 て い る観 光 客 の 回答 を得 る こ とが重 要 で あ り,そ の時 の来 訪 目的,同
行 者,交 通 混雑 状 況 な どが影 響 す る と考 えた か らで あ る.ま た,事 前 予約 制 と
い う比 較 的新 しい シ ステ ム を理 解 して も ら う上 で も,現 地 にお い て聞 き取 り方
式 で や る こ との重 要性 が あっ た.
4.1アンケー ト調査 の 設 計 に つ いて
本 節 で は,2017年秋 季 に実施 したア ンケー ト調査 の設 計 に つい て説 明す る.
このア ンケー トの 目的 は,料 金 や 中心 か らの徒 歩 時 間,待 ち時 間,予 約 制 の 有
無,付 帯 サー ビス の有 無 とい った 条件 の異 な る4つ の駐 車場 が あ った場 合 に,
どの駐 車場 に停 め た いか,そ の順位 を観 光 客 に尋 ね,そ れ ぞれ の価値 の数 値 化
や 選 択 嗜好 を分析 す る こ とに あ る.ま た,観 光 客 の属 性 別 に予約 制 駐 車場 や 付
帯 サ ー ビス に対 す る利 用 意 向や 支 払 意思 額 を集 計 し,今 後 の ター ゲテ ィ ング戦
略へ の活 用 に資 す る よ うな 分析 及 び 考察 を行 う.
選 択 嗜好 を 明 らか にす る調 査 には 大 き く分 けて二 つ の方 法 が あ る.一 つ は実
際 の行 動 を元 に選 択 嗜 好 を明 らか にす る顕 示選 好(RP)調査 で,も う一 つ は仮想
的 に設 定 され た 状 況 の も とで 回 答 者 に 嗜好 を表 明 して も ら う選 好 意 識(SP)調
査 で あ る.前 者 は実 際 に行 われ た行 動 で あ るた めに信 頼 性 が 高 い とい うメ リ ッ
トが あ る.一 方 で後者 は現 在 存在 しない サ ー ビス の価 値 を明 らか にす る こ とが
で き,様 々な変 数 な設 定す る こ とで多様 な 回答 を得 る こ とが で き る とい うメ リ
ッ トが あ る.本 研 究 で は現 在 対象 地 域 に存在 しない新 た なサ ー ビスの選 択 嗜 好
を調 査 す る ので,後 者 のSP調 査 を行 う.
SP調査 の 中で も支 払 意 思額 の尋 ね方 と して は,直 接 金 額 を聞 く方 法 と,仮 想
的 な駐 車場 の選択 行 動 か ら推 計 す る方法 の2つ に大別 され るが,本 ア ンケー ト
で は後者 の方 法 を採 用 した.本 研 究 で は選 択 モ デ ル の構 築 を 目的 と して い るた
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め後 者 の手 法 を用 い,複 数 の駐 車場 選 択 要 因 を組 み合 わせ て 多 くの仮想 駐 車 場
条 件 の選 択 肢 バ リエ ー シ ョン を用 意 して 実 験 を行 っ た.街 頭 ア ンケ ー トで は,
効 率 良 くサ ンプル を集 め る観 点 か ら,1人 あ た りに か け る時 間 の制約 が あ り,
観 光 客 に 多 数 の選 択 肢 か ら順 位 をっ け させ る と回答 精 度 や ア ン ケー ト回収 効
率 の低 下 が懸 念 され る.そ のた め,料 金水 準 や 付 帯サ ー ビス の有 無 が異 な る12
パ ター ンの調 査 票 を用 意 し,予 約 制 の駐 車 場 が2種 類,一 般 的 な駐 車 場 が2種
類,計4種 類 の選 択 順位 を観 光 客 に尋 ね る こ とで推 計 を行 った.付 帯 サー ビス
につ い て は後 述 す る理 由 に よ りケ ー ブル カー 優 先 搭 乗 券 と温 泉 用 タ オル セ ッ
トの二 種類 を設 定 した.以 降は付 加 価値 と称 す る場合 は原 則 と して予約 制 度 と
付 帯 サ ー ビス の こ とを指 し,付 帯 サー ビス と称 す る場 合 は上記 二 種類 の サー ビ
ス を意 味す る こ と とす る.
付 録 に ア ンケ ー ト調 査 票 を掲 載 した が,ま ず 今 回 高尾 山 を訪 れ た際 の 回答 者
の情 報(人 数,出 発 地,交 通 手 段,目 的,時 刻 な ど)を 尋 ね,以 降 は 車 で の来
訪 者 と電車 で の来訪 者 を分 け て,別 々 の質 問 を行 った.
車 で の来 訪 者 に対 して は,今 回駐 車 した駐 車 場 をべ 一 ス に して駐 車場 の料 金
や 中心 か らの徒歩 時 間 を設 定 し,そ の選 択順 位 を訪 ね た.そ の水 準 につ いて は
料 金 や 付帯 サ ー ビス の有 無 に よ り4種 類 の駐 車 場 セ ッ ト12パ ター ンの調 査 票
を準備 し,ラ ンダ ム に観 光 客 に尋 ね た.料 金 設 定 や各 種 条 件 の詳 細 は付 録 に掲
載 した.こ れ に よ り,利 用 した駐 車 場 の位 置 や 料 金 に よ って選 択 肢 の数 値 が 変
動 し,仮 想 的 な駐 車 場 の選 択 行動 か ら推 計す る方 法 の課 題 で あ っ た多 くの駐 車
場 条 件 バ リエ ー シ ョンを確 保 した.ま た,特 に 車 で の訪 問者 へ の質 問 と して,
最 初 に駐 車 しよ うと した駐 車場 にす ぐに停 め る こ とが で き たか ど うか,で き な
か った 場合 にそ の場 で待 った か,他 の駐 車 場 を探 した か尋 ね た.さ らに,す ぐ
に停 め る こ とが で き なか った人 に対 し,駐 車場 待 ちに要 した 時 間 を尋 ね た.さ
らに,実 際 に駐 車 場 をマネ ジ メ ン トす る際 に,料 金や 条 件 設 定 の 限界値 を把 握
す る必 要 が あ る こ とか ら,自 動 車 で高 尾 山に来 る こ とを諦 め る駐 車 料金 や 駐 車
待 ち時 間 を尋 ね た.
電 車 や ツ アー バ ス,そ の他 手段 で訪 れ た観 光 客 に対 して は料 金 水 準 や付 帯 サ
ー ビス の有 無 が 異 な る4種 類 の駐 車 場 セ ッ ト12パ ター ンの調 査 票 を準備 し,
そ の選 択順 位 を尋 ね た.料 金 設 定や 各 種 条件 の詳 細 は付 録 に掲載 した.電 車 来
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訪 者 は車 で 来 訪 して い な い た め,単 刀 直 入 に選択 順 位 を 聞 くこ とはで きな い.
そ こで,こ ち ら側 で仮想 駐 車 料 金水 準 を与 え,さ らに 回答 者別 にそ の金 額 を変
え る こ とで,回 答 のバ リエ ー シ ョンを確 保 で き る と考 えた.
そ の 後共 通 問題 と して,駐 車場 の選 択順 位 を決 め る うえで決 め手 とな った 項
目を尋 ね,最 後 に性 別 や年 代 な どの 属性 を尋 ね た.
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4.2アンケー ト調査 概 要
平 成29年11月10日(金),19(日),21(火),24(金),25(土),26(日)
の計6日 間,街 頭 ア ンケー ト調 査 を実施 した.実 施 日は,紅 葉 の見 物 客 で賑 わ
うピー クシー ズ ンの平 日3日,休 日3日 を選 定 した.調 査 日中の19日 は 日曜
日で 休 日で あ った 上,甲 州 街 道(高 尾 駅 付近)で 八王 子 い ち ょ う祭 りが行 われ
てい た た め,人 の賑 わ い が一 層 増 し,高 尾 山地 域 の 交通 混 雑 が著 しか っ た可 能
性 が あ る.調 査 日の天候 は ほ ぼす べ て晴 れ で あ り,本 サ ンプル に天候 の影 響 は
な い と考 え られ る.調 査 は ケ ー ブル カ ー 高尾 山駅 付 近(高尾 山中腹)及び 京 王 電
鉄 高 尾 山 口駅 北側 の駐 車 場付 近 の広 場 にて 実施 し,数 カ所 に分 かれ て調 査 員 を
配 置 した.調 査対 象 者 は 主 に紅 葉 見物 客 や 登 山客 で,運 転 免許 を所 持 してい る
も し くは過 去 に所 持 して い た(返納 した)人を有 効 サ ンプル と した.調 査 時 間 は
9時 半か ら17時 ごろ の間 で,延べ13人 の調 査 員 を動員 し調 査 を実 施 した結 果,
907サンプ ル を得 た.こ の うち,自 動 車 運転 免 許 を持 って い な い人 や 回答 に不
備 が あ るサ ンプル を 除い た875件 を,有 効 サ ンプ ル と して 分析 に用 い る.調 査
方 式 は,ア ンケ ー ト票 を用 い た調 査員 に よ る聞 き取 り方 式 で あ る.こ れ を表4-
1に ま とめた.な お,11A10日 の調 査 を踏 ま えて若 干 の設 問 の変 更 を行 った
た め,モ デ ル の推 定 に は19日 以 降 の5日 間,753サ ンプ ル を分 析 に用 いた.
なお,グ ル ー プ に つ き1名 の方 に代 表 で 回答 して も らい1サ ンプル と した.
表4-1ア ンケー ト調査概 要
街頭 アンケート調 査概要
調査 日 11/10(金),19(日),21(火),24(金),25(土),26(日)
調査場所 ケーブルカー高尾山駅付近
京王電鉄高尾山ロ駅北側広場付近
調査 時間 9時半 ～17時 ごろ
調査 員 延 べ13人
調査 方式 アンケー ト調 査 票 を用 いた調 査 員 による聞 き取 り方 式
回答者数 907件(うち有 効875件)
特記事項 11/19(日)は,高尾 駅 付 近 で八 王子 いちょう祭 りが開催 されてい
たため,混 雑 が通 常 よりも増 していた可 能性 が ある.
41
表4-2サ ン プル 数 と有 効 数
総サ ンプル数 有効 サ ンプル 数 モ デル使用数 有 効サ ンプル率 モデル使 用率
907 875 753 96.5% 83.0%
4.2.1調査 日の 天候 条 件
天 候 ・降水 量 は東 京 気象 台 の昼 のデ ー タ,最 高 気 温 ・日照 時 間 は八 王子 気象
台 のデ ー タ を使 用 した.調 査 日の天 候 はお お むね 晴 れ で あ り,24日 には記 録 と
して は降 水 が観 測 され て い る も の の,調 査 中に 降 雨 を感 じる こ とはな か っ た.
表4-3調 査 日の天候 条件
11/10 11/19 11/21 11/24 11/25 11/26
天候 晴時 々曇 晴一 時曇 快晴 晴時々曇 晴後時々薄曇 晴後 一時曇
最高気温(℃) 17.6 12.8 11.2 13.6 13.7 17.8
日照 時間(h) 8.6 9.6 9.8 5.7 8.9 8.6
降水 量(mm) 一 一 一 0.0 一 一
4.2.1調査 日の状 況
写 真4-1よ り,一 部 の調 査 日で は高尾 山 の主 要 ア クセ ス道 路 で あ る国道20
号 にお い て渋 滞 が発 生 して い た.そ の一 因 とな っ てい るの が写真4-3の よ うな
駐 車 場入 庫 待 ちの行 列 が 国道 まで延 び てい る状 況 で,こ の場 合 は 両方 向か ら
入 庫 しよ うと して い るた め,上 下線 の交 通 流動 が停 止 して い る状 態 で あ る.
また,沿 道 の臨 時駐 車 場 の係 員 に空 き駐 車 場 を確 認 す るた め に停 止 し,そ の
た め に渋滞 が発 生 してい る場 面 も多 々確 認 す る こ とが で き た.
また,写 真4-2の よ うにい た る とこ ろで駐 車 場 の入 庫待 ち が発 生 してお り,
特 に午 前 中 に大 半 の駐 車 場 が満 車 とな った 場合 に,残 り少 ない 駐 車場 に 自動
車 が 殺 到 してい る状 況 が観 測 され た.ま た,同 じ車 が駐 車場 を探 して何 度 も
周 辺 を走行 す る姿 も確 認 され た.
写 真4-4は調 査 当 日の ケー ブ ル カー 乗 車待 機 列 で,こ の 日は最 大 で60分 待 ち
とな った よ うで あ る.上 り下 りともに ピー ク時 と重 な る と,合 計 で2時 間近
くの待 ち時 間 に よ る ロス が 生 じる と懸念 され る.
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4.3アンケー ト調査 結 果
4.3.1サン プル 属 性集 計 結 果
以 下 の集 計 につ い て,有 効 回答875件 を用 い て分 析 を行 った.
図4-3は,サ ンプル の男 女 比 を示 して い る.男 性 が全 体 の71.4%と実 際の 高
尾 山訪 問者 の男 女 比 とは異 な る結 果 で あ った.こ の 理 由 は,本 調 査 の ター ゲ ッ
トが 車 を運 転 可 能 で かつ 普段 運 転 して い る人 を対 象 と した た めで あ る.実 際 に
普 段 運 転 してい る人 も,警 視 庁 の運 転 免 許 統計 を参 考 にす る と,男 性 の方 が多
い こ とが 明 らか とな って い る.ま た,図4-4は サ ンプル の年代 割 合 を示 して い
る.40代 が一番 多 く,次 い で20代 ～60代 がそ れ ぞれ10%後 半 台 ず つ とい う
結 果 とな っ た.調 査 対 象者 が運 転免 許 を所持 してい る人 に限 られ る こ とや,ア
ン ケー ト回答 者 一人 の年 代 を集 計 して い る こ とか ら,若 年 層や 高齢 層 の割 合 は
実 際 の訪 問者 年代 割 合 よ り低 くな って い る こ とが考 え られ る.
図4-5は,来訪 者 が どの よ うな グル ー プ構 成 で 訪れ た か集 計 した もの で あ る.
夫 婦 や カ ップル,家 族 連 れ で 訪れ てい るの が全 体 の3割 程 度 で,友 人 ど うしで
訪 問 して い る割合 も高 か った.一 方 で,1人 で来 て い る方 も一定 数 存在 した.
なお,図 中の 団体 とはツ アー バ ス 等 の来 訪 手段 で はな く,町 内会 等 の集 団 を意
味 して い る.ま た,図4-6は グル ー プ あた りの人数 につ い て割 合 で示 した.二
人 で 来 て い る方 が 半数 以 上 を 占め,家 族 連 れや 友 人 同士 とい った3～5人 の グ
ル ー プ も よ く見 受 け られ た.
図4-7は,高尾 山へ の訪 問回 数 を示 して い る.6割 以 上 が リピー ター で あ り,
10回以 上訪 れ て い る人 も2割 弱 存在 す る.中 には100回,1000回 と来 てい る
方 も数 人 見受 け られ た.一方 で,初 めて 高尾 山に来 た とい う方 も3割 存在 した.
また,図4-8は 来 訪 者 の居 住 地 を示 した グ ラフで あ る.約 半数 が東京 都 か らで
あ り,9割 以 上 が 関東 地方 に居住 され て い る方 で あ っ た.こ の こ とよ り,高 尾
山 は首都 圏近 郊 で 手軽 に楽 しめ る行 楽地 と して支 持 され て い る と言 え る.
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男女割合
0.1%
・男性 ■女性 ■未回答
図4-3回 答 者 男 女 割 合
同 行 者 属 性
7.3%0.7%＼
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図4-7高 尾 山 来 訪 回 数
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図4-8居 住 地
4.3.2時間 に 関す る分析 結 果
図4-9は観 光 客 の 高尾 山滞在 時 間分布 を表 して い る.平 均 滞 在 時 間 は約255
分 で,中 央 値 と最 頻 値 は と もに階 級べ 一 スで210分 以 上240分 以 下 で あ った.
滞 在 時 間分 布 は最 頻 値 で あ る240分以 下 の 階級 に向 け て単 調 に増 加 し減 少 す る
ので はな く,300分 以 下 の滞 在 時 間 で再 び増 加 が 見 られ るバ イモ ー タル 型 の分
布 となっ てい る.最 小 値 は45分 で,最 大 値 は740分 で あ った.
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図4-9高 尾 山滞在 時 間分布
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図4-10は 高尾 山に到 着 した 時 間 と出発 を予 定 してい る時 間 を尋 ね,集 計 し
た グ ラ フで あ る.電 車利 用 者 には 高尾 山 口駅 に着 い た 時 間,自 動 車 や ツ アー バ
ス利 用者 につ い て は麓 の駐 車場 に着 い た時 間 を到 着 時 間 と して 定 義 した.到 着
時 間 につ い て は早 い人 は5時 台 に到着 して い て,9時 台 に急 激 に増 加 し10時
台 に ピー ク を迎 え る.そ の後 昼 過 ぎ にか けて緩 や か に到 着 数 が 減 少 して い く.
山 とい う観 光 地 と しての 特性 上,で き るだ け早 くに到 着 した い と考 え る人 が多
い こ とか ら,午 前 に到 着 が集 中す る結 果 となっ て い る こ とが考 え られ る.
高尾山到着 ・出発時間
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図4-10観光 客 の高尾 山到着 時間 と出発 時 間
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図4-11は,時間 帯別 の滞 在観 光 客 数 を表 して い る.こ れ よ り,11～13時が 空
間的 に一番 混 雑 して い る こ とが読 み 取れ る.ま た11～13時 は観 光 客 の流 動 が
少 ない よ うに思 え るが,図4-10と合 わせ て考 察 す る と,こ の 時 間帯 は 高尾 山 に
到 着 す る観 光 客 と出発 す る観 光 客 の数 が ほ ぼ同数 なた めで あ る と言 え る.
今 回 取得 した ア ン ケー トデー タで は,5時 台 に来訪 した 人 が一 番 早 く,逆 に
一 番 遅 く高尾 を出発 した 人 は19時 台 で あ った .
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図4-11空 間滞 在 観 光 客 数
48
図4-12は,自 動 車 で 高尾 山 に訪 れ た人 の到着 時 間 と出発 時間 を示 して い
る.ま た,図4-13は,公 共交 通 機 関や ツ アーバ ス を用 い て高 尾 山に訪 れ た人
の到 着 時 間 と出発 時 間 を示 してい る.こ れ らの 図 よ り,自 動 車 で の来 訪者 は
公 共 交 通機 関で の来 訪 者 と比較 して,ピ ー ク を外 した 早 朝や 夕 方 前 に到 着す
る人 の割 合 が高 い こ とが わ か った.ま た,昼 前後 に 出発 す る よ うな人 も見受
け られ る.一 方 で,公 共 交 通機 関で の来 訪 者 は到 着 や 出発 の ピー クが は っき
りして お り,一 部 の 時間 帯 に混 雑 が 特 に集 中す る様 子 が読 み 取 れ る.
自 動 車 で の 到 着 時 間 出 発 時 間60
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図4-12自 動 車 で訪 問 した人 の 高尾 山到着 時 間 と出発 時 間
公共交通機関での到着時間出発時間
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図4-13電 車 ・ツア ーバ ス等 で来 訪 した人 の高 尾 山到 着 時 間 と出発 時 間
49
4.4多項 ロジ ッ トモ デル を用 いた 駐 車場 選 択 モ デル の構 築 と価 値 算 出
本 節 で は ア ンケ ー トに よっ て得 られ た 回答 を も とに,中 心 か らの徒 歩 時 間
や 待 ち時 間,料 金 や 予 約 制 の有 無 とい った 駐 車場 の条件 の違 い に よって 選択
割 合 が どの よ うに変 化 す るか分 析 し,そ れ ぞれ の項 目の価 値 を観 光 客 の属性
別 に数値 化 した.分 析 には 多項 ロ ジ ッ トモ デル(以下MNLモ デ ル)を用 い,駐
車 場 選 択 モデ ル の構 築 及 び 予約 制 度 の価 値 ・付 加 価 値 の算 出 を行 う.
MNLモ デ ル とはマ ル チ ノ ミナ ル ロジ ッ トモデ ル とも呼 ばれ,確 率 的 離散 選
択 モ デ ル の一 種 で あ る.市 場 に複 数 の選 択 肢 が存 在 す る時,消 費者 がそ れ ぞ
れ の選 択肢 を選 ぶ確 率 を価 格 や サ ー ビス な どそれ ぞ れ の水 準 か ら計算 す るモ
デ ル で あ る.MNLは 数 学 的表 現 が シ ンプ ル で かつ パ ラメー タ推測 も簡 単 な た
め,計 量経 済,交 通 工学,マ ー ケテ ィン グ等様 々 な分 野 の離 散 的選 択 問題 に
応 用 され成 功 して い る23).本モ デ ル に お け る消 費者 は商 品 を 「属性 の束 」 と
み な し,複 数 の属性 を 同時 に考 慮 しな が ら,最 も効 用 の 大 き なブ ラン ドを選
択 し,効 用(utility)を形成 す る とい う前 提 が あ る.
MNLモ デ ル の選 択 確 率式 は以 下 の式 に よっ て説 明 され る.
exp(Vin)
ら(のニΣ知 ・購)
(i=1,2,....,J)
ま た,個 人nの 選 択iに 関 す る 効 用 関 数 は 以 下 の 与 式 に よ っ て 定 義 され る.
Uinニ β0+βiκiin+fi2κ2in+β3κ3in・θ ・+β κκκin+εin
=Vin+εin
θ「in:真の 効 用 関 数,Vtn:効 用 の 確 定 部 分,εin:効 用 の 確 率 項,κktn:k番 目 の
説 明 変 数,β κ:k番 目 の 未 知 パ ラ メ ー タ
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4.4.1付帯サ ー ビス の選 定
付 帯 サ ー ビスの選 定 に あた って は そ のサ ー ビス を導入 した駐 車 場 の選 択 率
が 向上 し,観 光 客,地 域,駐 車 場 運 営者 そ れ ぞれ に メ リッ トが想 定 で き る も
のか つ 運営 コ ス トも含 めて 実現 可 能性 の高 い もの を条件 と して 検討 した.地
権 者 で あ る八 王 子 市や 京 王 電鉄 株 式 会社 様 との協 議 の 結果,ケ ー ブル カ ー優
先 搭 乗 券 の有 無 と温泉 用 タオル セ ッ トの有 無 を付 帯 サ ー ビス の変数 と して設
定す る こ と と した.
ケー ブル カー優 先 搭 乗 券 につ い て は 写真4-4の よ うに,混 雑 時 にお い て ケー
ブル カ ー に乗 車 す るた め に最 大1時 間以 上列 に並 ぶ必 要 が あ るた め,優 先 的
に乗 車 す る こ とが で き る シス テ ム は観 光 客 に とっ て非 常 に便 益 が 高 い もの だ
と考 え られ る.ま た駐 車 場 運営 者 に とって は選 択 率 の 向 上 に よ る収 入 の増加
が期 待 で き る.
温 泉 用 タオ ル セ ッ トにっ い て は麓 の 高尾 山 口駅 前 に京 王高 尾 山温泉 が あ
り,登 山後 の利 用 が多 くな っ てい る.温 泉 に入 る予 定 の 登 山者 に とって 荷物
を少 しで も軽 くす る こ とが で き る とい う点 か ら特 に登 山 目的 の観 光 客 に とっ
て の便 益 が想 定 され る.地 域 に とって は,当 然 温 浴 施設 に とって は利 用 者 の
増 加 に よる収 入 の増 加 が 期待 で き,滞 在 時 間が延 び る こ とか ら他 施 設 へ の波
及 効 果 も期 待 で き る.ま た,高 尾 山を 出発 す る時 間が ずれ る こ とに よ る交通
混 雑 の緩 和 に も微 力 なが ら期 待 で き る.
以 上 よ り駐 車料 金,観 光 中心 地 か らの徒 歩 時 間 ※,入 庫 待 ち時 間,付 加 価
値 と して駐 車 場 予約 制 度 の 有無(以下 予約 ダ ミー),ケ ー ブル カー 優 先搭 乗 券 の
有 無(以下 フ ァス トパ ス ダ ミー),温 泉 用 タ オル セ ッ トの有 無(以下 タオル ダ ミ
ー)の計6変 数 を説 明変数 と して ,駐 車 場 選択 効 用 関数 を設 定 した.
Vin'=α、Pin+α2tin+α3Wtn+α4rin+α5fin+α6hin
Pin:駐車料金,亡in:観光中心地か らの徒歩時間,w`π:入庫待ち時間,
rin:予約ダミー,fin:ファス トパスダミー,hin:タオルダ ミー
※:本研究ではケーブルカーの麓駅を観光中心地として設定した
なお,定 数 項 αoはモデ ル構 築 の結 果観 測 され な か った た め省 略 した.ま た,
効 用 の確 率項 εεηは今 回の モデ ル 構 築 に直 接 関係 が ない た め省 略 した.以 降 の
モ デ ル構 築 及 び パ ラ メー タの推 定 には効 用 関数 の確 定 部 分Vin'を用 い る.
51
4.4.2全体 の駐 車 場選 択 モ デ ル構 築 と各 変数 の 効 用
MNLモ デ ル を用 いた 各変 数 の効用 にっ い て,ま ず は全 体 的 な変 数 の効用 を
算 出す る.使 用 したサ ンプル 数 は753サ ンプル で あっ た.
表4-4に推 定 結果 を示 す.パ ラ メー タの有 意性 を示 すt値 をみ る と,各 変数
とも に5%水 準 で有 意 とな る ±1.96を超 え てお り,い ず れ の変 数 も駐 車場 選択
に影 響 を及 ぼす こ とが認 め られ る.駐 車 料 金,観 光 中心 地 か らの徒 歩 時 間,
入 庫 待 ち時 間 のパ ラ メー タは負 に効 い てお り,そ れ ぞ れ の値 が1増 え る と選
択 率 が減 少 す る こ とが確認 され た.一 方 で,予 約 制 度,ケ ー ブ ル カー 優 先搭
乗 券,温 泉 用 タオル セ ッ トのパ ラ メー タ は正 で あ り,こ れ らのオ プ シ ョンが
あ る こ とに よ り選 択 率 が 上 昇す る こ とが確認 され た.中 心地 か らの徒 歩 時 間
と入 庫待 ち時 間のパ ラ メー タ を比 較 す る と中心 地 か らの徒 歩 時 間 の方 が絶 対
値 が 大 き く,高 尾 山 の よ うな登 山 を伴 うよ うな観 光 地 にお いて も,同 じ1分
で も待 っ こ とよ り歩 くこ とを敬 遠 す る こ とが読 み取 れ る.付 帯 サ ー ビス のパ
ラ メー タを比 較 してみ る と,ケ ー ブル カー優 先 搭 乗 券 の パ ラ メー タ は温 泉用
タオ ル セ ッ トよ りも著 しく大 き く,付 帯 サ ー ビス の種類 に よ って 有効 性 が 大
き く異 な る こ とが判 明 した.
表4-4全 体の駐 車場選択 モデル と各変数 の効用及 び価値
パラメー タ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00283 一4.92694
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.08161 28.83746 一5.50005
入庫待ち時間(分) 一〇.02627 9.28269 一5.39621
予 約 ダミー 1.06512 376.36749 2.70932
ファス トパスダミー 1.07735 380.68905 6.10126
タオ ルダミー 0,477 168.55124 2.42521
1
サンプル数 753
尤度比 0.07831
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4.4.3変数 の価 値 に つ い ての考 察
各 変数 の価 値 に つ いて は,変 数 そ れ ぞれ のパ ラ メー タ値 を料 金 のパ ラ メー
タ値 で割 っ て算 出 した.こ の手 法 を用 い る こ とに よ り,そ の駐 車 場 の立 地や
条 件,付 加 価 値 の数 値 化 を定量 的 に行 うこ とが で き る.そ れ ぞ れ の価 値 につ
いて,観 光 中 心 地 か らの徒 歩 時 間 と入 庫 待 ち時 間 に 関 して は1分 あ た りの
貨 幣 価 値(単 位:円)に 換 算 した 値 で あ り,予 約 制度,ケ ー ブル カー優 先 搭 乗
券,温 泉用 タオル セ ッ トは それ ぞ れ の有 無 を貨 幣 価 値(単 位:円)に 換 算 した
値 で あ る.観 光 中心 地 か らの徒歩 時 間は1分 あた り約29円 の価 値 が あ る と算
出 され,新 規 に駐 車場 を整 備 す る際 の参 考 とな り うる.一 方 で,入 庫 待 ち時
間 の価値 は1分 あ た り約9円 と試 算 され,歩 く とい う行 為 に対 して待 つ とい
う行 為 は相 対 的 に価 値 が 低 い こ とが 明 らか にな っ た.予 約 制 度,ケ ー ブル カ
ー 優 先搭 乗 券 ,温 泉 用 タオル セ ッ トの価 値 はそれ ぞ れ約376円,約381円,
約169円 と算 出 され,特 に予約 制 度 自体 とケ ー ブル カ ー優 先 搭 乗 券 のオ プ シ
ョン は観 光 客 に とっ て魅 力 的 だ とい うこ とが で き る.ケ ー ブル カ ー優 先 搭乗
券 と温 泉用 タオル セ ッ トの付 加 価値 同 士 を比較 してみ る と,そ の 差 は2倍 以
上 あ り,オ プ シ ョンに よ る効果 の差 が 明 らか とな った.導 入 にか か る コス ト
が 同 じだ と仮 定 した場 合,ケ ー ブ ル カ ー優 先搭 乗 券 を導入 した ほ うが収 入 の
向上 が 期待 で き る.ま た,待 ち時 間 と予 約 制 のパ ラ メー タ よ り,40分 以 上入
庫 待 ちが予 想 され る場 合 に予約 制 度 の価 値 が 強 く効 い て くる こ とが わか っ
た.
算 出 され た価値 を用 い て,駐 車 台数 を コ ン トロー ル す るこ とが で き る と考
え られ る.例 えば 現状 で は 空車 が 目立 ち,稼 働 率 を上 げ た い場 合 に は付加 価
値 をそ の価 値 以 下 の価 格 で提 供 す る こ とで よ り選 択 率 が 向上 し,駐 車 場 収入
が上 が る可能 性 が あ る.逆 に現 状 の料 金 設 定 です ぐに満 車 とな り収入 を得 る
機 会 を逸 してい る場 合 は,付 加 価値 を そ の価値 以上 の価 格 で提 供 す る こ とで
選 択 率 が減 少 す る ものの,1台 あ た りの駐 車 単価 が 上昇 す る こ とに よ り駐 車 場
収 入 が 上 が る可 能性 が あ る.詳 細 なシ ミュ レー シ ョン分析 は第5章 にて 実施
す る.
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4.4.4駐車場 選 択 効 用 関数 の モ デ リング
本 項 で は,駐 車場 選 択 効用 関数 の モデ リン グを行 う.全 体 の効 用 関数V
は,表4-4の パ ラ メー タ を式Vtn'に挿 入 す る こ とで導 出 され る.
V=-0.00283pin-0.08161tin-0.02627iivin十1.06512rin十1.07735fin十 〇.477hin
Pin:駐 車 料 金,tin:観 光 中 心 地 か ら の 徒 歩 時 間,VVin:入 庫 待 ち 時 間,
ηπ:予 約 ダ ミ ー,痂:フ ァ ス トパ ス ダ ミ ー,ん`η:タ オ ル ダ ミ ー
ま た,変 数 を適 用 す る 前 の 基 準 と な る 選 択 率 をPo,変 数 を適 用 した 後 の 選 択
率 をPa,そ れ ぞ れ の 効 用 関 数 をVo,Va,とす る と,変 数 の 適 用 に よ る 選 択 率 の
変 化 は
exp(Vo)
ニ0.5Po=
exp(1/b)十exp(1/b)
exp(レb)*exp(Va)-0.5尾 二
exp(レb)十exp(レb)*exp(レa)
一exp(Va)一 。.5
1十exp(Va)
と表 す こ とがで き る.こ の 式 に よ り予約 制 度 の導 入 の 効果 を計 算 す る と,
0.24367とい う数値 が得 られ,予 約 制度 の有 無 以外 全 く同 じ条 件 の駐 車 場 と比
較 して約24.4%選択 率 が上 昇 す るこ とが判 明 した.さ らに,予 約 制 か つ料 金
が100円 高 い駐 車 場 の 場合,以 下 の よ うに計算 す る こ とで約18.6%選択 率 が
上 昇 す る こ とが わ か った.
exp(1.6512十(-0.00283*100))
-0 .5=0.186131
十exp(1.6512十(-0.00283*100))
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4.4.5平休 別 の駐 車場 選 択 嗜 好 モ デル と各 変 数 の価 値
次 に各変 数 の効 用 につ い て,平 日と休 日別 に算 出す る.使 用 した サ ンプル
数 は平 日が307サ ンプ ル,休 日が446サ ンプル で あっ た.表4-5に 推 定 結果
を示 す.パ ラ メー タ の有 意性 を示 すt値 をみ る と,温 泉 タオ ル セ ッ トの ダ ミー
変 数 が5%水 準 で有 意 とな る ±1.96を超 え てお らず,駐 車場 の選 択 に 大 きな影
響 を及 ぼ してい る とは言 えな い.一 方 で,他 の変 数 のt値 は高 く,い ず れ の変
数 も駐 車場 選 択 に影 響 を及 ぼす こ とが認 め られ る.
パ ラメ ー タ の正負 に関 して は全 体 の結 果 と同 じよ うに,駐 車 料金,観 光 中
心地 か らの徒 歩 時 間,入 庫待 ち時 間 のパ ラ メー タ が負 に効 いて お り,予 約制
度,ケ ー ブル カ ー優 先 搭乗 券,温 泉 用 タオ ル セ ッ トの パ ラメー タが正 に効 い
てい る こ とが確 認 され た.
平 日と休 日の変数 の価値 を比 較 す る と,休 日の方 が観 光 中心 地 か らの徒歩
時 間や入 庫 待 ち時 間 とい った,ア クセ ス にか か わ る変数 の価 値 が 高 くな る こ
とが わ か っ た.一 方 で,予 約 制 度 自体や ケー ブル カー優 先 搭 乗 券 の価 値 は平
日の ほ うが高 く評 価 され,よ り混雑 してい る休 日の観 光 客 か らの評 価 は相対
的 に低 い こ とが 明 らか にな っ た.
表4-5平 日の駐車場 選択嗜好 モデル と各変数 の効用及 び価値
パラメー タ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00319 一3.65909
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.06719 23.74205 一2.91833
入庫待ち時間(分) 一〇.01841 6.50530 一2.43923
予 約 ダミー 1.3367 472.33216 2.20497
ファス トパスダミー 1.29634 458.07067 4.68482
タオ ルダミー 0.48611 171.77032 1.65891*
1
サンプル数 307
尤度比 0.07163
*・網 掛 けは有 意 水 準5%で 非 有 意
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表4-6休 日の駐車場 選択嗜好 モデル と各変数 の効用及 び価値
パラメー タ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00320 一3.91933
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.10638 37.59011 一5.08922
入庫待ち時間(分) 一〇.03356 11.85866 一5.51584
予 約 ダミー 1.29930 459.11661 2.38441
ファス トパスダミー 0.86863 306.93640 3.80293
タオ ルダミー 0.34633 122.37809 1.46164*
1
サンプル数 446
尤度比 0.08807
*・網 掛 けは有 意 水 準5%で 非 有 意
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4.4.6各種 属 性 別 の駐 車 場 選 択嗜 好 モ デル と各 変数 の価 値
本 項 で は,属 性 別 の駐 車 場選 択 嗜好 モ デ ル と各 変 数 の効 用 価値 を算 出す
る.本 研 究 で は年 代 別,性 別,グ ル ー プ属 性別 の価 値 を明 らか に した.そ れ
ぞれ の 詳細 なパ ラメー タやt値 は付 録 に ま とめ た.
4.4.6.1年代 別 変数 の価値
20～70歳代 の 変数 の価値 につ い て,表4-7に ま とめた.18歳 以上 の免 許 保
持 者 の デ ー タ につ い て はサ ンプル 数 が少 ない た め,20代 と して集 計 を行 っ
た.ま た,80歳 代 のデ ー タにつ い て も同様 の理 由 に よ り70代 と して集 計 を行
った.30歳 代 の 変数 の価値 は料 金 パ ラ メー タのt値 が5%の 水 準 で非 有 意 で
あ った た め,す べ て の項 目を非 有 意 と した.
観 光 中心地 か らの徒 歩 時 間 につ い て,5%水 準 で有 意 なデ ー タにつ いて 言及
す る と,20歳 代 か ら60歳 代 まで 年代 が上 が るに連 れ て価 値 も高 くな って い く
こ とが わ か った.こ の こ とか ら,年 代 に比 例 して近 場 の駐 車 場 を評 価 し,遠
方 の駐 車場 へ 歩 く こ とへ の抵 抗 が 増 してい る と考 え られ る.一 方 で,70歳 代
につ い て は20歳 代 と同程度 の価 値 で あ る こ とが わ か った.
入 庫待 ち時 間に つ いて は,20歳 代 か ら70歳 代 まで年 代 が上 が るに連 れ て価
値 も高 くな り,年 齢 が高 い 人 ほ ど待 ち 時 間 の短 縮 が駐 車場 の選 択 率 向上 に貢
献 す る こ とがわ か っ た.
付加 価 値 部 分 の価 値 につ い て は,各 年 代 のサ ン プル数 が少 な くな って しま
った た め非 有 意 とな る変数 が多 く存在 す る.予 約 制 度 の価 値 につ い て は60歳
代 が1227.4円と高 く評 価 して い る こ とが わか っ た.ケ ー ブル カ ー優 先 搭 乗券
につ い て は年 代 が 上 が る ほ ど高 くそ の価 値 を評 価 して い るこ とが わ か る.こ
れ は観 光 中心 地 か らの徒 歩 時 間や 入 庫待 ち時 間 とい った,ア クセ ス に かか わ
る変 数 と同様 の傾 向 で あ り,ケ ー ブル カー優 先 搭 乗 券 は ア クセ ス性 の 向上や
時 間短縮 に効 果 が あ る と観 光 客が 評価 して い る と読 み 取れ る.
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表4-7年 代 別 変 数 の 価 値(円)
20代 30代 40代 50代 60代 70代
観光中心地からの徒歩時間
37.6 3.5* 42.3 ワ.7・ 61.9 36.1
(分)
入庫待ち時間(分) 9.8 5.0* 13.2 臼.5* 15.8 19.1
予 約 ダミー 532.7*479.7*295.埴 764.61227.4151.7*
ファストパ スダミー 387.3370.3*389.0 478.8197.7*855.8
タオルダミー 314.♂ 35.9*ワ8.2・鍾7.7* 95.'791.5
*・網 掛 けは有 意 水 準5%で 非 有 意
観光 中心地か らの徒歩時間1分あた りの価値
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0
20代 30代 40代 50代 60代 70代
図4-14観光 中心 地 か らの徒 歩 時 間1分 あた りの価 値(円)
※透 過 され て い る もの は非 有 意
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年代別入庫待ち時間1分あた りの価値
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0
30イ浅こ40イ 浅こ50イ 浅こ60イ 浅こ70イ 浅こ
図4-15年 代 別 入 庫 待 ち 時 間1分 あ た りの 価 値(円)
※ 透 過 され て い る も の は 非 有 意
年代別ケーブルカー優先搭乗券の価値
900.0
800.0
700.0
600.0
500.0
400.0
300.0
200.0
100.0
0.0
30代 50代 60代 70代
図4-16年 代 別 ケ ー ブル カ ー優 先 搭乗 券 の価値(円)
※透 過 され て い る もの は非 有 意
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4.4.6.2性別 変数 の価 値
男 性 と女 性 の変数 の価値 につ い て,表4-8に ま とめ た.女 性 の変数 の価 値 は
料 金 パ ラメー タのt値 が5%の 水 準 で 非有 意 で あ り,す べ て の項 目を非 有 意 と
した た め,参 考値 と して5%水 準 で有 意 とな る項 目につ い て議 論 す る.
変 数 それ ぞ れ の価 値 につ い て,女 性 と比 較 して男 性 の方 が高 く評 価 して お
る こ とが読 み 取 れ る.ま た 男性 の付加 価 値 にっ い て,全 体 の分析 で は予 約 制
度 とケ ー ブル カ ー 優 先 搭 乗 券 は 同 じ く らい の価 値 と して 評 価 して い る が,
男 性 に 限れ ば 予 約 制 度 を よ り高 く評 価 して い る こ とが わ か っ た.
表4-8性 別 変 数 の価 値(円)
男性 女性
観光中心地からの徒歩時間
30.2 22.9*
(分)
入庫待ち時間(分) 9.7 7.7*
予 約 ダミー 497.6 9.7*※
ファストパ スダミー 385.9 361.0*
タオル ダミー 183.7 75.6*※
*・網掛 け は料金 パ ラ メー タ につ い て有 意 水 準5%で 非 有 意
※:有 意 水 準5%で 非 有 意 とな る項 目
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4.4.6.3グル ー プ構 成 別 変数 の価 値
グル ー プ構 成別 の変 数 の価 値 につ い て,表4-9に ま とめ た.観 光 中 心 地 か
らの 徒 歩 時 間 につ い て は友 人 同 士 や 一 人 で 来 訪 した観 光 客 か らの 評 価 が 高
く,こ れ らの 属 性 は ア クセ ス 性 を よ り重 視 して い る と考 え られ る.
予 約 制 度 に つ い て,一 人 で 訪 れ た観 光 客 は2000円以 上 と高 く評 価 して い
る こ とが わ か った.ケ ー ブル カ ー 優 先 搭 乗 券 に つ い て は 家 族 連 れ が 高 く評
価 して い る.
表4-9グ ル ー プ 構 成 別 変 数 の 価 値(円)
家族 友人 夫婦カップル 一 人
観光中心地からの徒歩時間(分) 22.0 56.4 20.3 67.9
入庫待ち時間(分) 9.6 10.9 7.6 15.9*
予 約 ダミー 14.0* 911.9 400.8*2001.0
ファストパ スダミー 603.8 127.1* 470.0 54.0*
タオル ダミー 262.1 44.0* 289.1 173.1*
*・網 掛 けは有 意 水 準5%で 非 有 意
61
第5章 料金設定が個別駐車場事業収入に与える影響の分析
本 章 で は,第4章 にて導 き出 され た駐 車場 選 択 モデ ル を用 い て,駐 車場 収
入 最 大 化 を 目的 と した シ ミュ レー シ ョン分 析 を行 う.分 析 の手順 と して は,
まず 駐 車場 経 営者 を念 頭 に置 いた,ひ とつ の駐 車場 の 収入 を最 大化 す る よ う
な駐 車 料金 とそ の収 入 を算 出す る.次 に,そ の駐 車 場 が収 入 最 大化 を 図 った
こ とに よっ て地域 全 体 の駐 車場 収 入 が どの よ うに変 化 す るのか 明 らか にす
る.
高 尾 山周 辺 の駐 車場 は,平 日料 金,休 日料金 を別 に設 定 して い る場 合 が 多
い.ま た,一 部駐 車場 で は4月 末 ・5月 の新 緑 シー ズ ン と11月 の紅 葉 シー ズ
ン の平 日は休 日料 金 と して い る場 合 もあ る.こ の こ とよ り,料 金 は平 日,休
日,新 緑 ・紅 葉 の 平 日 と3つ の 時期 に分 けて分 析 す る こ と とした.ま た,高
尾 山周 辺 の駐 車 場 に は常設 の駐 車 場 が4ヶ 所 と,混 雑 す る シー ズ ンの み設 置
され る臨 時駐 車場 や 民 家 の 軒先 や 空 き地 を貸 し出す 軒 先駐 車 場 が あ る.後 者
の臨 時駐 車 場 や 軒先 駐 車 場 は観 察 調 査 の結 果,新 緑 シー ズ ンや 紅葉 シー ズ
ン,年 始 の初 詣 シ ー ズ ン に設 置 され る と判 明 した.以 上 よ り,駐 車場 シ ミュ
レー シ ョン は平 日,休 日,新 緑 紅 葉 シ ー ズ ンの 平 日,新 緑 紅 葉 シー ズ ン の休
日 ・年 始 の4つ のパ ター ン に分 けて分 析 を行 うこ と と した.
そ の他 観 光 客 が停 め る こ とがで き る駐 車 場 と して コイ ンパ ー キ ング127台
と軒 先駐 車 場255台 の 計382台 分存 在 す るが,こ れ らの駐 車 場 は一 つ の規 模
が小 さ く独 立 にシ ミュ レー シ ョン に反 映 させ るの は困難 な た め,駐 車 料 金 は
高い が 近 い場 所 に あ る軒 先駐 車 場,駐 車料 金 は安 いが 離れ た場 所 に あ る コイ
ンパ ー キ ン グ,中 程 度 の 料金 と距 離 の軒 先 ・コイ ンパ ー キ ン グの3パ ター ン
に配 分 して分 析 を行 った.そ れ ぞ れ の駐 車 料金,駐 車容 量,観 光 中心地 か ら
の徒 歩 時 間 は以 下 の表5-1の通 りで あ る.軒 先 駐 車 場,コ イ ンパ ー キ ン グ,
軒 先 ・コイ ンパ ー キ ン グの駐 車 容 量 は ほ ぼ1:1:2に 配 分 した.な お 実 地調
査 の結 果軒 先 駐 車場 は シー ズ ン のみ の営 業 で あ る こ とが わ か った た め,市 営
臨時 駐 車場 と同 じく新 緑 ・紅葉 ・年 始 の時 期 の み の営 業 と した.こ れ に よ
り,あ る程 度 現状 を模 した駐 車 場 条件 で シ ミュ レー シ ョンを行 う.
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表5-1各 駐 車 場 の 現 状 の料 金 ・立 地 条 件(特 記 以 外 の 単位:円)
新 緑紅葉 中心か ら 駐車
平 日 休 日 新緑紅葉
休 日 ・年 の徒 歩 時 容量
料金 料金 平 日料 金
始料金 間(分) (台)
1
常設駐 車場Pa 800 1000 10001000 5 88
臨時駐 車場Pb close close 10001000 10 26
常設駐 車場Pc 500 500 500500 10 250
常設駐 車場Pd 1500 2000 15002000 3 115
常設駐 車場Pe 1500 1500 15001500 5 40
軒先駐 車場Pf close close 12001200 10 95
コイ ン ・軒 先 駐 車 場Pg 1000 1000 10001000 15 192
コイ ンパ ー キ ン グPh 600 600 600600 30 95
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5.1一つ の駐 車 場 に着 目 した収 入 シ ミュ レー シ ョン分 析
本 項 で は例 と して,常 設 駐 車 場Paの 収 入 最 大化 シ ミュ レー シ ョン分 析 を行
う.平 日,休 日,新 緑 紅葉 シー ズ ンの 平 日,新 緑 紅 葉 シー ズ ンの休 日 ・年始
の4っ の 時期 別駐 車 場 条件 に対 し,付 加 価 値 で あ る予約 制 度,ケ ー ブル カ ー
優 先 搭乗 券,温 泉 タオ ル セ ッ トの有 無 を考 慮 したパ ター ン別 に収入 の シ ミュ
レー シ ョン を実施 した.使 用 した モ デル は全 体 の駐 車 場選 択 モ デル で,表4-4
中 の各 パ ラ メー タを用 い て 分析 を行 っ た.な お変 動 させ るの は常設 駐 車 場Pa
の料 金及 び付加 価 値 の組 み合 わせ の み で,他 の駐 車 場 の料 金 設 定 等 の条 件 は
現 状 の ま ま 固定 と し,以 下 の よ うに効用 の合 計値 を時季 別 駐 車 場 条件 別 に算
出 した.
表5-2他 駐 車 場 の 効 用 の 合 計
新緑 紅 葉 平 新 緑 紅葉 休 日 ・年
平 日 休 日
日 始
常設駐 車場Pa以 外 0.1613380.152842 0.202246 0.19375
の 合 計 効 用 照um(指
数変換 済み)
常 設 駐 車 場Paの 選 択 率Ppxは 第4章4.4の 選 択 確 率 式Pn(i)を用 い て 以 下 の 計
算 に よ り導 き 出 さ れ る.付 加 価 値 部 分 に つ い て は,そ の 付 加 価 値 が あ る 場 合
は1を,無 い 場 合 は0を 代 入 す る こ と で 計 算 で き る.
exp(-0.00283*α一 〇.08161*5十1.06512*r十1.07735*f十〇.477*h)
P・=
,xp(一・.・283。α一 ・.・8・6・.5+・.・65・2。r+・.・7735。f+・.477。h)+V、。m
α:駐 車 料 金(1≦α≦3000),r:予約 制 度 有 無,ア:ケ ー ブル カ ー 優 先 搭 乗 券(
以 下 フ ァス トパ ス)の 有 無,ん:温 泉 用 タオ ル セ ッ ト(以下 タ オ ル セ ッ ト)の有 無
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5.2パター ン別 駐車 場 選 択 率 シ ミュ レー シ ョン分 析
図5-1は,駐 車料 金 を1円 か ら3000円まで 変化 させ た 時 の平 日の 常設 駐 車
場Pa選 択 率 を表 した グ ラ フで あ る.こ こで指 す選 択 率 とは,高 尾 山全 体 の駐
車 需 要 の うち どの く らい が 常設 駐 車 場Paを 選 ぶ か とい うこ とを表 して い る.
なお,休 日,新 緑紅 葉 平 日,新 緑 紅葉 休 日 ・年 始 の図 につ いて は 平 日とほぼ
同 じ挙 動 で あ った た め,付 録 に掲 載 した.
同 じ駐 車 料 金 で も,付 加 価 値 の組 み合 わせ パ ター ン に よって 選択 率 が 大 き
く変 わ る こ とが わ か る.一 番 選 択 率 が 高い のは 予約 制度+フ ァス トパ ス+タ オ
ル セ ッ ト(pf)の組 み合 わせ で,次 い で予約 制 度+フ ァス トパ ス(ph),予約 制度+
タオ ル セ ッ ト(pi),予約 制 度 の み(pg),付加 価 値 な し(pa)と続 く.pfとpaの
選 択 率 の差 が一番 開 くの は駐 車 料 金963円 の ときで,そ の差 は57.5%であ
る.付 加 価 値 な しの場 合,駐 車 料 金 が1円 で も選 択 率 は80%程 度 な のに対
し,付 加 価 値 が っ い た場 合 は軒 並 み90%以 上 ～ ほ ぼ100%と な る.
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凡 例
一:予 約 制 度+ファス トパ ス+タオ ルセ ット{pf)
一:予 約 制 度+ファス トパ ス{ph)
:予約 制 度+タオ ル セvト{Pl)
一:予 約 制 度 の み{P9)
_:f寸力□{面f直な し{pa)
05001000150020002500
駐車料金
図5-1平 日_パ タ ー ン 別 選 択 率 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
3000
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5.3駐車需 要 別 満車 とな る駐車 料 金 シ ミュ レー シ ョン分析
図5-2は,高 尾 山地 区へ の 自動 車 来訪 台数(駐車 需 要)と,平 日に駐 車容 量
88台の 常設 駐 車 場Paが 満 車 とな るよ うな駐 車 料 金 の 関係 を表 した グ ラフ で
あ る.な お,休 日,新 緑 紅葉 平 日,新 緑 紅 葉休 日 ・年 始 の 図 につ い て は平 日
とほ ぼ同 じ挙 動 で あ った た め,付 録 に掲 載 した.
同 じ駐 車需 要 で も,付 加価 値 の組 み合 わせ に よっ て満 車 とな る駐 車料 金 は大
き く異 な る こ とが わ か った.例 え ば高尾 山全 体 の駐 車 需 要 が500台 の時,駐
車 料 金1045円で 付加 価 値 な しの駐 車 場 が満 車,1971円で予 約制 度+フ ァス ト
パ ス+タ オル セ ッ トの駐 車 場 が満 車 にな る と読 み 取 る こ とが で き る.
この 結果 を用 い,駐 車 需 要 に合 わせ て柔 軟 に料 金 を設 定す る こ とに よ り,
駐 車 場 収入 を最 大化 す る こ とがで き る と考 え られ る.
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凡 例
一.予 約 制 度+ファス トパ ス+タオ ルセ ット{pf)
一:予 約 制 度+ファス トパ ス{ph)
'予約 制 度+タオル セvト{Pl)
一 予 約 制 度 の み{P9)
-f寸 力□f面f直なし{pa)
5001000150020002500
駐車料金
図5-2駐 車 需 要 別 満 車 と な る 駐 車 料 金
3000
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5.4理論上 の 駐 車場 収 入
本 節 で は,駐 車場Paの 理論 上 の収 入 を分 析 した.例 と して平 日の選 択 モ デ
ル を用 い,高 尾 山地 区全 体 の駐 車 需 要 が1000台の 時 と500台の 時 の料 金 収入
を 図示 した.な お,休 日,新 緑 紅 葉 平 日,新 緑紅 葉 休 日 ・年 始 の 図 につ い て
は平 日とほ ぼ 同 じ挙 動 で あっ たた め,付 録 に掲 載 した.た だ し駐 車場 の キ ャ
パ シテ ィは考 慮 され てい な い ので,実 際 の収入 は次 の 項 で シ ミュ レー シ ョン
を行 って算 出す る.
図5-3よ り,駐 車場 収 入 は設 定駐 車料 金 に比 例 して高 くな る ので は な く,最
大 値 が 存在 す る こ とがわ か っ た.っ ま り最 大 とな る設 定駐 車 料 金 を求 め る こ
とに よっ て,理 論 上収 入 が最 大 とな る料 金 を導 出す る こ とがで き る.
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凡例
一:予約 制度+ファストパス+Siオルセ,ト{pf}
一:予約 制度+ファストパス{ph}
一:予約 制度+タオルセ,ト{pi}
一;予約 制度 のみ{pg}
0 500 1000 1500
駐車料金
図5-3理 論 上 の駐 車 場 収 入
2000 2500 3000
67
また,収 入 が最 大 とな る時 の駐 車 料金 は以 下 の表 の通 りで あ る.
表5-3理 論 上 の 収 入 最 大 駐 車 料 金(単位:円)
新緑紅 新緑紅葉
駐 車料 金(単位:円) 平 日 休 日
葉 平 日 休 日 ・年 始
付加価値なし 611 620 579
1
585
予 約+ファス トパス+タオ
1142 1155 1088 1098
ル
予 約+ファス トパス 1029 1041 977 761
予 約+タオ ル 895 906 847 987
予約制度のみ 797 807 753 856
図5-3及び表5-3よ り,平 日にお い て駐 車需 要1000台の 時の 収入 最 大 値 は
予 約 制 度 と付 帯 サ ー ビス が付 いて い る ときで1日 約80万 円,そ の駐 車料 金 は
1142円で あ った.ま た付 加 価 値 の な い需 要1000台の時 と予 約 制 度 に温 泉 用
タオ ル セ ッ トが付 い た需 要500台 の時 の収入 は ほ ぼ同 じで あ った.
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5.5駐車需 要 別 の収 入 期 待値
図5-4は,高 尾 山地 区へ の 自動 車 の来訪1台 あ た りの料 金 収入 期 待 値(平
日,付 加 価 値 の組 み合 わせ 別)と設 定駐 車料 金 の 関係 を表 した グ ラ フで あ る.
なお,休 日,新 緑紅 葉 平 日,新 緑 紅葉 休 日 ・年 始 の図 につ いて は 平 日とほぼ
同 じ挙 動 で あ った た め,付 録 に掲 載 した.各 駐 車場 の選 択 割 合 に駐 車 料 金a(1
≦a≦3000)を掛 けて,高 尾 山地 区へ の 来訪 自動 車1台 あ た りの 常設 駐 車 場Pa
収 入 期待 値 を算 出 した.こ れ に よ り,設 定 金額 と駐 車 場収 入 の関係 を簡 易 的
に知 る こ とがで き る.た だ し駐 車 場 の キ ャパ シ テ ィ は考慮 され て い ない の
で,実 際 の収 入 は 次 の項 で シ ミュ レー シ ョン を行 って 算 出す る.
最 大 とな る1台 あた りの収 入期 待 値 は以 下 の表 にま とめた.
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凡 例
一:予 約 市1」度+ファス トパ ス+タオ ル セvト{pf)
一:予 約 制 度+ファス トパ ス{ph〕
:予約 制 度+タオ ルセ ワト{pi)
一:予 約 制 度 の み{P9)
一:f寸力ロイ面f直なし{pa)
050010001500200025003000
駐車料金
図5-4来 訪1台 あ た りの 駐 車 場 収 入 期 待 値(平 日)
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表5-4高 尾 山地 区 へ の 来 訪1台 あ た りの 常 設 駐 車 場Pa収 入 期 待 値
収入期待値 新緑紅 新緑紅葉
平 日 休 日
(単位:円) 葉 平 日 休 日 ・年 始
付加価値なし 258.09 266.23 225.67 231.62
予 約+ファストパ
788.88 802.12 734.34 744.60
ス+タオ ル
予 約+ファストパ
675.28 687.86 623.57 633.28
ス
予 約+タオル 541.29 552.90 493.85 502.72
予約制度のみ 443.3 454.00 399.88 407.97
これ よ り,常 設 駐 車 場Paの 収 入 期 待値 が一 番 高 い のは休 日の予約 制 度+フ
ァス トパ ス+タ オ ルセ ッ トの付 加 価値 をっ けた 場合 で あ り,表5-3よ りそ の時
の駐 車 料金 は1155円だ と算 出 され る.ま た,全 体 的 に期 待 値 が 高 いの は休 日
で,平 日,新 緑 紅葉 休 日 ・年 始,新 緑紅 葉 平 日の順 に低 くな る.そ の価 格差
は最 大 で約68円(予 約 制 度+フ ァス トパ ス+タ オル セ ッ トの場 合)で あ っ た.
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5.6設定駐 車 料 金 と収 入 の 関係 来 訪 台数 別 の駐 車 場 収 入最 大 化 価 格
前 節 の シ ミュ レー シ ョンは駐 車 容 量 が無 限 と仮 定 した場 合 の 収入 や 期 待値
な ので,本 項 で は駐 車 容 量 を実 態 に即 した 値 を用 いて駐 車場 料 金 収入 の シ ミ
ュ レー シ ョン を行 う.回 転 を考 慮 しな い場 合(88台/日)と,回 転 を考 慮 した仮
想 的 な駐 車 容 量(145台/日)の結 果 を以 下 に示す.駐 車 場 の 回転 率 は利 用者 の
滞 在 時 間 と関係 が深 く,環 境 省 「自然公 園等施 設 技 術 指針 」 中の 平均 滞 在 時
間 と回 転率 の 関係 表24)より,高 尾 山 の平 均滞 在 時 間 は240分で あ る こ とか ら
回転 率 は1.65で,仮 想 的 な駐 車 容 量 は145台 と導 出 され る.
以 下 の 図 は平 日付 加 価値 な しの設 定駐 車 料金 と収 益 の 関係 で,駐 車 容 量 ×駐
車 料 金 を意 味 す る直線 との 交点 が 収 益 の最 大値 及 び そ の駐 車 料 金 で あ る.傾
きが 小 さい直 線 は 回転 を考慮 しない駐 車 容 量 で,傾 きが 大 きい 直線 は 回転 を
考 慮 した駐 車 容 量 で あ る.交 点 が な い来 訪 台数 の場 合 は 前節 で創 出 した 期待
値 が 収入 最 大 値&料 金 とな る.
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凡例
:駐車需要2000台
:駐車需要1000台
一:賑主車需要500台
一:駐 車需要100台
■:駐 車容量(回転考慮)x料金
一:駐 車容量(回転なし)x料金
050010001500200025003000
駐車料金
図5-5設 定 駐 車 料 金 と収 益 の 関 係(平 日_付 加 価 値 な し)
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凡例
:駐車需要2000台
:駐車需要1000台
一:駐 車需要500台
一:駐 車 需要100台
■:駐 車 容量(回転考慮)×料金
一:駐 車 容量(回転なし}×料金
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駐車料金
図5-6設 定駐 車 料 金 と収 益 の 関係(平 日_予約 制 度
オル 付 き)
・ケ ー ブ ル カ ー 優 先 券 ・タ
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表5-5収 入 最 大 化 駐 車 料 金(単位:円)
回転 なし(駐車 容量88台)の場合 11
駐車需要(単位:台) 100 500 1000 2000
1
平日 付加価値なし一
平 日 予約制度 ・ケーブルー
カー優先券 ・タオル 付き
611★
721
1045
1971
1326
2252
1588
2513
1
回転 あり(仮想 駐車容量145台)の場合 11
駐車需要(単位:台) 100 500 1000 2000
1
平日 付加価値なし
平 日二予約制度 ・ケーブル
カー優 先券 ・タオル 付き
611★
1142★
816
1742
1127
2053
1401
2326
1
㌔ 駐車容 量×料 金の直線 との交点が存在 しない ため,前 節 の期待 値最大駐 車料金 の時 に収入 が一番
大 き くな る.
表5-5よ り,駐 車場 の 回転 を考 慮 した料 金 設 定 の ほ うが 単価 は安 くな る もの
の,収 入 は多 くな る こ とが わ か った.常 設 駐 車場Paは 立 地 が 良い反 面容 量 が
小 さい の で,現 実 的 な収入 は キ ャパ シ テ ィ を無視 した 理論 的 な収入 最 大 値 よ
りも著 し く低 くな る.一 方 で,容 量 が小 さ く条件 の良 い駐 車 場 の た め,収 入
が最 大 とな る駐 車料 金 は ヤパ シテ ィを無 視 した理 論 的 な駐 車 料 金 よ りも大 き
く上 昇 す る こ とが わ か った.
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5.7平休 ・天 候 ・行 楽 シー ズ ン別 の 駐車 場 収 入最 大 化 料金 分 析 結 果
5.7.1時季別 の常 設駐 車 場Paの 収 入 とそれ を最 大 化 す る駐 車料 金
表3-4「平休 ・天候 ・行 楽 シー ズ ン別 駐 車 需 要 予測 」 の数 値 を用 い て,時 季
別 の常設 駐 車 場Paの 収 入 とそれ を最 大化 す る駐 車料 金 を算 出 した.
表5-6時 季別 常設駐 車場Paの 収入 最大化駐 車料金(単位.円)
駐車料金
(晴・曇)
平日 休 日 紅葉平 日 紅葉休日 新緑平 日 新緑休日 年始
付加価値なし 704 1095 1226 1344 1002 1192 1271
予約+ファスト
パス+タオル 1630 2021 2151 2270 1928 2118 2196
予約+ファスト
1462 1852 1983 2101 1759 1949 2028パス
予約+タオル 1249 1640 1771 1889 1547 1737 1816
予約制度のみ 1081 1471 1602 1721 1379 1568 1647
駐車料金(雨 平日
天) 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始
付加価値なし
予約+ファスト
パス+タオル
予約+ファスト
パス
予約+タオル
予約制度のみ
611*
1426
1257
1045
876
726
1651
1483
1271
1102
1080
2006
1837
1625
1457
1242
2167
1999
1786
1618
644
1570
1401
1189
1021
1018
1944
1775
1563
1394
1139
2064
1896
1683
1515
央:前節 の期 待値最大 駐車料金 が収入最 大値
表5-7時 季 別 常設 駐 車 場Paの 収 入(1日 あ た り,単 位:円)
料金収入
(晴天 ・曇天)
平 日 休 日
紅葉
平日
紅葉
休日
新緑
平日
新緑
休日
年始
1
付加{面{直なし 61,952 96,360 107,888 118,272 88,176 104,896 111,848
予約+ファスト
ノくス+タオ リレ 143,440 177,848 189,288 199,760 169,664 186,384 193,248
予約+ファスト
パス 128,656 162,976 174,504 184,888 154,792 171,512 178,464
予 約+タオ ワレ 109,912 144,320 155,848 166,232 136,136 152,856 159,808
予約制度のみ 95,128 129,448 140,976 151,448 121,352 137,984 144,9361
料金収入
(雨天) 平 日 休 日
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 年始
付加価値なし
予約+ファスト
パス+タオル
予約+ファスト
パス
予約+タオル
予約制度のみ
45,424*
125,488
110,616
91,960
77,088
63,888
145,288
130,504
111,848
96,976
95,040
176,528
161,656
143,000
128,216
109,296
190,696
175,912
157,168
142,384
56,672
138,160
123,288
104,632
89,848
89,584
171,072
156,200
137,544
122,672
100,232
181,632
166,848
148,104
133,320
甑 前節の期待値最大駐車料金が収入最大値
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5.7.2回転率 を考 慮 した時 季 別Paの 収 入 と最 大 化 駐車 料 金
第5章6節 で 導 出 した回 転 率 を考 慮 した仮 想 的 な駐 車容 量 を用 い て,回 転
率 を考 慮 した時季 別Paの 収入 と最 大化 駐 車 料 金 を算 出 した.
表5-8回 転率 を考慮 した時季別 駐車場Paの 収入最 大駐車料 金(単位:円)
駐車料金
(晴天・曇天) 平 日 休 日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始
付加価値なし 369 870 1025 1150 779 987 1072
予約+ファスト
パス+タオル 1294 1796 1951 2076 1704 1913 1998
予約+ファスト 1126 1628 1782 1907 1536 1745 1829
パス
予約+タオル 914 1415 1570 1695 1324 1532 1617
予約制度のみ 745 1247 1402 1526 1155 1364 1448
駐車料金
(雨天) 平 日 休 日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始
付加価値なし 611* 391 867 1041 319 795 929
予約+ファスト
パス+タオル 1142 1317 1792 1967 1245 1720 1855
予約+ファスト
1029 ll48 1624 1798 1076 1552 1686パス
予約+タオル 895 936 1411 1586 864 1340 1474
予約制度のみ 797 768 1243 1417 696 1171 1306
央:前節 の期 待値最大 駐車料金 が収入最 大値
表5-9回 転 率 を 考 慮 した 時 季 別 駐 車 場Paの 収 入(1日 あ た り,単 位:円)
料金収入
(晴天 ・曇天) 平 日 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始1
付加価{直なし 53,505 126,150 148,625 166,750 112,955 143,115
1
155,440
予約+ファスト
ノくス+タオ ワレ 187,630 260,420 282,895 301,020 247,080 277,385 289,710
予約+ファスト
パス
163,270 236,060 258,390 276,515 222,720 253,025 265,205
予約+タオノレ 132,530 205,175 227,650 245,775 191,980 222,140 234,465
予約制度のみ 108,025 180,815 203,290 221,270 167,475 197,780 209,9601
料金収入
(雨天) 平 日 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始1
付加価値なし 45,424* 56,695 125,715 150,945 46,255 115,275
1
134,705
予約+ファスト
ノくス+タオ ワレ
138,843* 190,965 259,840 285,215 180,525 249,400 268,975
予約+ファスト
パス ll8,849* 166,460 235,480 260,710 156,020 225,040 244,470
予約+タオワレ 95,267* 135,720 204,595 229,970 125,280 194,300 213,730
予約制度のみ 78,021* 111,360 180,235 205,465 100,920 169,795 189,3701 1
㌔ 前節の期待値最大駐車料金が収入最大値
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5.7.3シー ズ ン別 駐車 場 収 入最 大 化 料 金 の考 察
1日 の駐 車場 収 入 が最 大 とな るの は紅葉 シー ズ ンの休 日で,予 約 制 度 と付 帯
サー ビス を提 供す る駐 車 場 の料 金 を2076円と設 定す る こ とで,1日 あた り約
30万円の収 入 が得 られ る こ とが わか っ た.ま た,付 加価 値 が ない場 合 での 収
入 と比 べ て80%増,約13万 円の増 収 だ と試 算 され た.
一 方 で ,オ フ シー ズ ン とな る平 日は付 加 価値 が ない 場合 で1日53505円 の
収 入 と算 出 され た.一 方 で,予 約 制度 とケー ブル カ ー優 先 搭 乗 券,温 泉 用 タ
オル セ ッ トが特典 と して 付 く場 合 は187630円の収入 と,約3.5倍 の収 入 が 見
込 め る こ とがわ か っ た.こ れ よ り,オ フ シー ズ ン にお い て も積極 的 に付 帯 サ
ー ビス を提 供 す る こ とで ,年 間 トー タル で の収 入 の底 上 げ が期待 で き る.
5.8年間 の収 入
表3-2「平休 ・天候 ・行 楽 シー ズ ン対象 日数 」 デ ー タ及 び表5-9の回 転 率 を
考 慮 した シー ズ ン別 の駐 車場 収 入 を用 いて 年 間 の常 設駐 車場Paの 収入 を試 算
した.結 果 は以 下 の通 りで,付 加価 値 の ない 現状 で は年 間約2700万 円の収 入
に対 し,予 約 制度 の導 入 で約1500万 円,約56%の 増 収 とな る.さ らにケー
ブル カ ー優 先 搭乗 券,温 泉 用 タオ ル セ ッ トの付 帯サ ー ビス をつ け る と約4200
万 円,約157%の 増 収 とな る こ とが わ か った.こ れ よ り,年 間 を通 して 付 帯サ
ー ビス を提 供 す る こ とで ,大 幅 な駐 車場 収 入 の増 加 が 見 込 まれ る.
単位、万円 常 設 駐 車 場Pヨ年 間 収 入
呂ooo
6932i
7000
6000
5000
4000
3000
ユooo
looo
o
26991
現/犬(f寸加{西f直なし〕
420i2i5
予約制度のみ 予約制度+付帯サービス
図5-7駐 車 場Paの 条 件 別 年 間 収 入
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第6章 駐 車場 事業 の レベニ ュー マ ネ ジメ ン トを想 定 した地域
全体 での駐 車場収 入 シ ミュ レー シ ョン分析
本 章 で は,地 域 にお け る駐 車 場 マ ネ ジ メ ン トを念 頭 に置 いた 地域 全 体 で の
駐 車 場 収入 シ ミュ レー シ ョン分 析 を行 う.モ バ イル 空 間統 計 デ ー タ を用 い て
重 回 帰 分析 を行 っ た表3-5「平休 ・天候 ・行 楽 シー ズ ン別駐 車需 要 予測 」 に よ
る駐 車 需要 と,第4章 で構 築 した全 体 の駐 車場 選好 モデ ル を基 に,そ の駐 車
場 が 収入 最 大 化 を図 った こ とに よ って地 域 全 体 の駐 車 場収 入 が どの よ うに変
化 す るの か 明 らか にす る.ま た,実 際 に予 約制 駐 車 場 システ ム を運用 す る こ
とを想 定 し,予 約 制 駐 車 場 の参 入 率 と地 域 全 体 の駐 車場 収 入 や入 庫 待 ち台数
の変 化 等 につ い て 明 らか にす る.こ の方 法 を用 い る こ とで,現 在 の駐 車 場 の
立地 を も とに予約 制 駐 車 場 シ ステ ムを導 入 した場 合 や,新 た な駐 車場 を整 備
した 場 合 な ど,複 数 の シナ リオ に合 わせ て 収入 を計 算 し,収 入 が 最大 とな る
よ うなシ ナ リオ を見つ け る こ とが で き る と考 え られ る.本 研 究 で は例 と して
常設 駐 車場Paが 予約 制 度 や付 加 価 値 を導 入 した場 合 の高尾 山全 体 の駐 車 場 収
入 を,現 在 の条件 で の収入 予測 と比 較 しつ つ 分析 を行 う.
本研 究 で は,以 下 に示 した プ ロセ ス で シ ミュ レー シ ョンを行 った.
● 第3章 表3.5のシー ズ ン別 駐 車需 要 デ ー タ と,第4章 図4-10「観 光 客 の
高 尾 山到着 時間 と出発 時 間 」 を用 い て,1時 間毎 の駐 車 需 要 を算 出.
● 表5-1の各駐 車 場 に対 し,1時 間毎 の駐 車 需 要 を第4章 の効用 関数Vの 駐
車 場 選 択モ デ ル を用 いて 配分,入 庫 させ てい く.
● 駐 車 場利 用 時間 は ア ンケ ー ト調 査 よ り平 均4時 間 と割 り出 され,入 庫 か ら
5時 間後 の残 り駐 車 容 量 に 出庫 分 を加 算 す る.こ れ に よ り駐 車場 の回転 性
を確 保 す る.
● 満 車 とな る駐 車 場 が発 生 す る と,そ の駐 車 場 の容 量 の上 限 ま で入庫 させ た
上 で,入 庫 で きな か った 台数 は あふ れ台 数 と して次 の時 間帯 の駐 車需 要 に
加 算 す る.そ の 駐 車場 は次 の 時 間帯 の選 択 肢 か ら取 り除 い て,他 の駐 車 場
の選 択 率 を再 計 算す る.
● これ を5時 か ら18時 まで1時 間毎 に計 算 し,平 休,天 候,シ ー ズ ン別1
日の駐 車場 ご との収 入 を計算 す る.
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●2016年 を例 に年 間 の 高尾 山全 体 の駐 車場 収 入 を算 出.天 候 デー タ は気 象
庁(東京 気象 台)のデ ー タ を用 い,晴 天 ・曇 天 と雨 天 の 日数 を平 休 ・行 楽 シ
ー ズ ン別 に算 出 した .そ れ ぞれ の対象 日は表3-2にあ る通 りで あ る.
時間帯別駐車需要の算出
駐車場選択モデルを用い,各駐車場の
残り駐車容量に時間帯別駐車需要を配分
5時～18時
1時間毎に分析
満車 となった駐 車場か
存在 するか
配分後の駐車容量を残り駐車容量として
次の時間帯の駐車需要を受け入れる
入庫できなかった台数はあぶれ
台数として次の時間帯の駐車需
要に加算し、配分する
18時までのシミュレー ション終 了後
平休・天候 ・シーズン別1日の収入を
駐車場毎に算出
2016年を例に年間の高尾山全体¢
駐車場収入を算出
満車となった駐車場を
除いて選択率を再計算
図6-1シ ミ ュ レ ー シ ョ ン フ ロ ー 図
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6.1地域 全 体 で の駐 車 場 収 入 シ ミュ レー シ ョン分 析
6.1.1基本 とな る設 定 料 金 で の収 入
まず は表3-4「平休 ・天候 ・行 楽 シ ー ズ ン別 駐 車 需 要予 測 」 と表5-1「各駐
車 場 の 現状 の料金 ・立 地 条件 」 を用 い て,平 日休 日別,季 節 別 に高尾 山全 体
の駐 車 場収 入 を算 出 した.
表6-1基 本 とな る設 定料金 での駐 車場収入 シ ミュ レーシ ョン
平日 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始 計 総計1
日数 晴/曇雨天
14265147811
71316341
3
0
1
250
116366
利用台数 晴/曇雨天
2455379491241545837
176246658950254546
1024
732
機会損失 晴/曇 0026177110162 412
台数 雨天 0015290010 41
日収入 晴/曇 143,800312ρ00555,500629ρ00332,500464,500 546,000
雨天 106,400141,000394,500515,500153,000315,000 419,500
利用台数 晴/曇 347903490513286868743609207 3072 108,307年間 利 用 台 数
計 雨天 124967626394828501016546 0 28,482136,789
入庫待ち 晴/曇 0036545397801782 1236 12」49入庫待ち台数計
台数 雨天 0090870010 0 97013,119
収入計 晴/曇雨天
20,419β0020,280,0007,777,0004,403ρ002,660ρ005,109,500
7,554,4004,371,0002,367,000L546,500612ρ00315,000
L638,000
0
62,287,100年間 駐 車 場 収 入
16,765.90079ρ53ρ00
平 日休 日別,季 節 別 の収入 は上 表 の通 りで あ る.こ れ に対 し,2016年の該 当
日数 をか け合 わせ,現 在 の条 件 で の年 間駐 車場 収 入 を試 算 した.シ ミュ レー シ
ョンの 結果,現 在 の高 尾 山全 体 の 年 間利 用 台数 は13万6789台 で あ り,そ の駐
車 場 収入 は7905万3000円と試 算 され た.
また,シ ミュ レー シ ョンで駐 車す る駐 車場 が決 定 した が,満 車 のた め入 庫 で
き なか っ た台 数 を入 庫 待 ち台数 と して 定義 した.入 庫 待 ち台数 は予約 制駐 車 場
シ ステ ム を導 入 して いな い駐 車 場 の 時 間帯 別 の残 り駐 車容 量 を超 え た分,っ ま
り入 庫 しよ う と した が満 車 の た め停 め る こ とが で きな か っ た台 数 を カ ウ ン ト
した.な お,時 間 帯別 の残 り駐 車 容 量 が0,つ ま り1時 間以 上満 車 とな っ てい
る駐 車 場 は 閉鎖扱 い と して い る こ とか ら,入 庫 に1時 間以 上待 っ と想 定 され る
場 合 は他 の駐 車場 を再 選 択 させ,入 庫 待 ち台数 のカ ウ ン ト対 象外 と した.シ ミ
ュ レー シ ョン の結 果,現 在 の条 件 下 で は総利 用 台数 の1割 近 い年 間1万3119
台 の入 庫待 ちが発 生 して い る と試 算 され る.ま た,そ の時 期 は紅 葉 シー ズ ン の
全 日,新 緑 シー ズ ン平 日の晴 れ ま た は曇 りの 日,新 緑 シー ズ ンの休 日,年 始 で
あ る.
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6.1.1常設駐 車 場Paに 予約 制 駐 車場 シス テ ム を導 入 した場 合 の シ ミュ レー シ
ョン
次 に,常 設 駐 車場Paの み に予約 制 度 や,ケ ー ブル カー優 先 搭 乗 券 ・温 泉 用
タオ ル の付 帯 サ ー ビス を導入 した 場合 の地 域全 体 の駐 車場 収 入 を算 出す る.料
金 設 定 は表5-8「回転 率 を考 慮 した 時季 別駐 車場Paの 収入 最 大 駐 車料 金 」を参
考 に した.
表6-2Paに予約制 度 を導入 した場合 の収入 シ ミュ レー シ ョン
平日 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始 計 総計
晴/曇日数
雨天
利用台数繋
機会損失 晴/曇
台数 雨天
晴/曇日収入
雨天
利用台数 晴/曇
計 雨天
入庫待ち 晴/曇
台数 雨天
晴/曇収入計
雨天
142651478113
713163410
24553794912415458371024
176246658950254546732
0020764814122338
001422101532
158,750360,000608,500692,400374,300515,300603,700
6L500152,250444,250569,500163,300362,100459,900
3479034905132868687436092073072
1249676263948285010165460
002898453611213421014
00846630150
22,542,50023,400,0008,519,0004,846β002,994,4005,668,3001β11」00
4,366,5004,719,7502,665,5001,708,500653,200362,1000
250
116366
108,307年間 利 用 台 数
28,482136,789
9,902入庫 待ち 台 数 計
76210,664
69,782, 00
14,475,550
年間駐 車場収入
84257,650
表6-3Paに 予 約 制 度 と付 帯 サ ー ビス を導 入 した 場 合 の 収 入 シ ミュ レー シ ョン
平日 休日 紅葉平日 紅葉休日 新緑平日 新緑休日 年始 計 総計1
晴/曇日数
雨天
142651478113
713163410
250
116366
利用台 晴/曇 24553794912415458371024
数 雨天 176246658950254546732
機会損 晴/曇 0020765014123336
失台数 雨天 001422201534
晴/曇日収入 233,000431,000685,500775β00446,900592,600682,000
雨天 138,500227,600516,300647,300237,000435β00535,050
利用台 晴/曇 3479034905132868687436092073072 108,307年間 利 用 台 数
数計 雨天
1249676263948285010165460 28,482136,789
入庫待ち晴/曇 002898455011213531008 9,921入庫 待ち台数計
台数 雨天 00846660150 765 10,686
晴/曇収入計
雨天
33,086,00028,015,0009,597,0005,430,6003,575,2006,518,6002,046,000
9β33,5007,055,6003,097,8001,94L900948,000435β000
88,268,400
23,312,600
年間駐車場収入
111.581ρ00
前 項 の現 在 のシ ミュ レー シ ョン結果 と比 較 して,予 約 制 度や 付 加価 値 の導 入
に よ って地 域 全 体 で の駐 車場 収 入 が 向上 して い る こ とが わ か る.予 約 制度 単 体
の導 入 に よ り,前 項 の 基本 とな る料 金 設 定 の収 入 か ら年 間収 入6.6%増,約520
万 円 の増 収 とな り,予 約 制 度 と付 帯 サ ー ビス の導 入 で 年 間収 入41.1%増,約
3250万円の増 収 と試 算 され る.ま た,予 約 制 度 の利 点 の一 っ で あ る,地 域 の駐
車 場 探 しの うろつ き交 通 を削減 す る効果 も見 受 け られ た.付 加 価 値 の 有無 を問
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わず,予 約 制 度 の 導入 に よっ て年 間約2440台 分 の うろつ き交通 を削減 す る効
果 が 見 受 け られ た.
これ よ り,観 光 客 が全 て の駐 車場 の条件 を把 握 した上 で 選択 行 動 を行 うと仮
定 した 場合 にお い て,予 約 制 駐 車場 シス テ ム を通 した料 金 マ ネ ジ メ ン トの実 施
や 予 約 制度 及 び付 帯サ ー ビス を提 供 す る こ とで,現 状 の料 金設 定 での 収入 と比
較 して 大幅 な増収 を見 込 む こ とが で き る.ま た,う ろつ き交 通 の削減 効果 が示
され た こ とに よ り,交 通 問題 も同時 に解 決 で き る可 能性 が示 唆 され た.
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6.2予約制 駐 車 場 シス テ ム の参 入 率 と駐 車 場収 入の 関係 性
本 節 で は実 際 に 予約 制駐 車場 シス テ ム を運用 す る こ とを想 定 し,予 約 制 駐 車
場 の 参入 率 と地 域 全 体 の駐 車 場 収 入 や 入 庫 待 ち 台数 の 変 化 等 につ い て 明 らか
にす る.本 研 究 にお け る参 入 率 とは,全 駐 車 容 量 に対 す る予約 制 度採 用駐 車 台
数 の割合 と した.分 析 した予 約 制駐 車 場 導入 パ ター ン とそ の台数,参 入 率,予
約 制 度 や付 帯 サ ー ビスが な い駐 車 場 固有 の合 計選 択 率 を以 下 の表 に示 した.料
金 につ い て,一 か所 の み 予約 制 駐 車場 シス テ ム を導 入 してい る場 合 に限 り,駐
車 料 金 を第5章 の 「平 休 ・天 候 ・行 楽 シー ズ ン別 の駐 車 場 収入 最 大化 料 金 」 を
適 用 す る こ と と した.二 か所 目以 降 の駐 車場 が 参入 して くる と,第4章 で導 出
した 全 体 の駐 車場 選 択 嗜 好 モデ ル よ り予 約 制度,ケ ー ブル カ ー優 先 搭 乗 券,温
泉 用 タオル セ ッ トの価 値 は それ ぞ れ約376円,約381円,約169円 と算 出 さ
れ そ れ らを100円 単位 に繰 り上 げ た400円,400円,200円 をす べ て の駐 車 場
価 格 に上乗 せ した額 を駐 車料 金 と して シ ミュ レー シ ョンを行 った.な お実 際 に
予 約 制駐 車 場 シス テ ム を運 用す る こ とを想 定 して い る こ とか ら,本 研 究 で は シ
ステ ム を最 初 に導入 す る駐 車場 を常設 駐 車 場Paと して シ ミュ レー シ ョン を行
った.
表6-4予 約 シ ステ ム 参 入 パ ター ン と基 本 とな る設 定料 金 で の 選 択 率
予約制駐車場
導入パター ン
予約制駐車場
台数(台) 予約制度参入率(%)
予約 ・付加価値なし
の時の選択率(%)
1 88 9.8% 16.8%
2 114 12.7% 28.0%
3 364 40.4% 74.1%
4 479 53.2% 75.3%
5 519 57.6% 79.4%
6 614 68.1% 85.8%
7 709 78.7% 92.6%
8 901 100.0% 100.0%
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まず は予 約 制 駐 車 場 シ ス テ ム 参入 率 と全 体 の駐 車 場 収 入 の 関係 につ い て述
べ る.続 いて 参入 率 と入 庫 待 ち台数 の 関係 を分 析 す る.そ れ ぞれ につ い て,予
約 制 度 のみ の 場合 と,予 約 制 度+付 帯 サ ー ビス(ケー ブル カー 優 先 搭 乗 券+温 泉
用 タオ ルセ ッ ト)の2パ ター ン を明 らか に した.
また マ ー ケテ ィ ングの 世 界 で は,新 しい 市場 にい ち早 く参入 す る企 業 が後 発
に対 して 持 っ て い る独 自の優 位 性 の こ とを先 発 優位 性(あ るい は先 発 者 優位)と
い うが,観 光 地予 約 制 駐 車場 の場合 は どの程 度 先 発者 の優 位性 が あ るの か,明
らか にす る.ま た,最 後 に参 入 した駐 車 場 の 収入 推 移 につ いて も分 析 を行 う.
6.2.1予約制 駐 車 場 シス テム参 入 率 と年 間駐 車 場収 入 の 関係
本 項 で は,高 尾 山地 区 の常 設駐 車 場 で あ るPa,Pc,Pd,Peと,臨 時駐 車 場
で あ るPb,軒 先 ・コイ ンパ ー キ ング のPf,Pg,Phに予 約 制度 や 付 帯 サー ビス
を導 入 した場 合 の 地域 全 体 で の駐 車 場収 入 を算 出 した.常 設 駐 車 場Paか ら順
に予 約 制駐 車 場 シ ステ ム に参入 し,最 終 的 に全 て の駐 車 場 が シ ステ ム に参 入 し
た と して分 析 を行 っ た.そ の参 入 パ ター ン は表6-1の通 りで,図 中の プ ロ ッ ト
は左 か らパ ター ン1,パ ター ン2と い う様 に対応 してい る.
図6-1と6-2より,時 季 を問 わず 約40%程 度 ま で は予 約 制駐 車 場 システ ムへ
の参 入 が進 む と地域 全 体 で の駐 車 場 収入 は 向上 してい くが,一 定 以 上 参入 が進
む と収入 は頭 打 ち とな る事 が わか る.あ くま で一 説 で は あ るが,そ の 理 由 と し
て参 入 率40%程 度 ま で は予 約 制 度及 び付 帯 サー ビスが あ る こ とに よ って そ の
駐 車 場 の選 択 率 が 上昇 し収入 も増加 す る が,そ れ 以 降 は予 約制 駐 車 場 シ ステ ム
を導 入 した駐 車 場 同士 で 需 要 を奪 い合 うこ とか ら,全 体 の収入 増 加 に繋 が らな
い可 能性 が考 え られ る.
参 入 率 が100%の 時,全 体 の駐 車場 収 入 は予 約 制度 のみ の場 合 で約1億2278
万 円,予 約制 度+付 帯 サ ー ビス の場 合 で約1億8839万 円 とな る.ま た,予 約 制
度 ・付 帯サ ー ビス が無 い現 状 の条件 と比 較 して,最 大 で予 約制 度 のみ 導入 の場
合 で 約55%増 の約4375万 円,予 約 制 度+付 帯 サ ー ビス の場合 で約138%増 の
約1億934万 円 の収入 増 加 が 期待 で き る.
さ らな る収 入増 加 のた めに は,参 入 率40%以 降 に新 規 参 入す る駐 車場 にお い
て は新 た な付加 価 値 の検討,す で に参 入 して い る駐 車場 では 一斉 値 上 げ をす る
83
こ とが 必要 だ と考 え られ る.
予約 システ ム参入率 と年 間の駐車場収入 の関係200
180
(160
日二
R140
陣120
LS100抽
80　
rく60
婆40
20
0
0%20%40%60%80%100%
予約制駐車場 システ ム参入率
一●一予約制度のみ 一●一予約制度+付帯サービス ー●一予約制度 ・付帯サービス無し
図6-2.予 約 シ ス テ ム 参 入 率 と年 間 の 駐 車 場 収 入 の 関 係
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6.2.2予約制 駐 車 場 シ ステ ム参 入 率 と入庫 待 ち台 数 の関 係
本 項 で は予 約制 駐 車 場 システ ム参入 率 と,予 約 制 度 や付 帯 サ ー ビス の導入
よ る入 庫待 ち台数 の削 減 効果 の 関係 につ い て 明 らか に した.入 庫待 ち台 数算
出方 法 にっ い て は,第5章 「現在 の設 定料 金 での 収入 」 に記述 した.
予 約 制 駐 車 場 シス テ ム参 入 率 が 上 昇 す る に連 れ て 当 然 な が ら入 庫 待 ち 台数
は減 少 す る.予 約 制 度 ・付 帯 サー ビス が無 い 現状 の条 件 で は13119台入 庫 待 ち
が想 定 され てい た が,常 設 駐 車 場Paの 予 約制 駐 車 場 シ ステ ム参 入 で2455台,
続 い て 臨 時駐 車場Pbの 参 入 で5073台分,続 い て常 設 駐 車場Pcの 参入 で12682
台 の削減 効 果 が あ る こ とが わ か った.
また,入 庫 待 ち台数 削減 効果 に 関 して,予 約 制 度 のみ と予約 制 度+付 帯 サー ビ
スで 効 果 が大 き く変 化 す る こ とはな か った.
予約制度参入率と入庫待ち台数の関連性
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6.2.3最初 に 予約 制駐 車 場 シス テム に参入 した 駐車 場 の 収 入の 推 移
本 項 で は,最 初 に予約 制 駐 車 場 シ ステ ム に参 入 した駐 車 場 の収 入 が,そ の後
シ ス テ ム に参 入 す る駐 車 場 が 増加 して い っ た場 合 に どの 程 度 変 化 す る の か分
析 した.本 研 究 で は予約 制 駐 車場 シ ステ ム を最 初 に導 入 す る駐 車 場 を常設 駐 車
場Paと した.収 入 につ い て,予 約 制 度 や付 帯 サ ー ビス が無 い現 状 の 条件 で シ
ミュ レー シ ョン した年 間 の収 入 を100%と した割 合 を予 約 制度 参 入 率 の推 移 と
とも に示 した.
シ ミュ レー シ ョン の結果,Paの 収 入 は システ ム を導入 して い る駐 車 場 がPa
のみ の 場合 が一番 高 く,他 に参入 す る駐 車場 が 出て くる と大 き く下 が る こ とが
わか った.こ れ は,シ ス テ ム を導 入 してい る駐 車場 がPaの み の場 合 は価 格 を
独 占的 に決 め る事 が で き る と した こ とが大 き く作 用 して い る と考 え られ る.
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6.2.4最後 に 予約 制駐 車 場 シス テム に参入 した 駐車 場 の 収 入の 推 移
本 節 で は,予 約 制 駐 車場 シ ステ ム に参 入 しな か った駐 車 場 の収 入 が,シ ステ
ム に参 入 す る駐 車場 が増 加 して い った 場合 に どの程 度 変 化 す るの か 分析 した.
また,最 後 に予 約 制 駐 車場 シス テ ム に参入 した場 合 の収 入 につ い て シ ミュ レー
シ ョン を行 った.
予 約 制駐 車 場 システ ム に参入 した駐 車 場 が1つ だ け の場 合,現 在 の 条件 で の
収 入 を下 回 る と試 算 され る.こ れ は,最 初 の シス テ ム を導 入 して い る駐 車 場 が
Paのみ の 場合 は価 格 を独 占的 に決 め るた め,駐 車場Pgの 利 用 者 を奪 っ てい る
こ とが 読 み取 れ る.そ の後 他 の駐 車 場 の 予約 制 駐 車場 シ ステ ムへ の参入 が進 む
と,駐 車場Pgの 収 入 は現 状 とほ ぼ変 化 が ない か,少 し高 くな る程 度 で あ る.
これ よ り,予 約制 駐 車 場 システ ム に参入 した駐 車場 が1っ だ け の場合 を 除 き,
最 後 ま で 予 約 制 駐 車 場 シ ス テ ム に参 入 しな くて も収 入 が 現 在 の もの を 下 回 ら
ない こ とが わか る.
また,他 の駐 車 場 が予 約 制度+付 帯 サ ー ビス を導入 す る と,予 約 制 度 のみ の場
合 と比 較 して少 しだ け収入 が高 くな る と試 算 され た.こ れ は,他 の駐 車場 が単
価 の高 い予 約 制度+付 帯 サ ー ビス を導入 す る と,相対 的 に駐 車料 金 の安 いPgの
利 用 率 が上 が って い る こ とが考 え られ る.
最 終 的 に シス テ ム に参 入 した 場合 の収 入 は予 約 制度 の み,予 約 制 度+付 帯 サ
ー ビス それ ぞ れ に つ いて 現状 の収 入 比 で40%増 ,100%増とな る.こ れ は,全
駐 車 場 が シ ス テ ム に 参 入 した 場 合 の収 入 増 加 率 の平 均 が そ れ ぞ れ55%増,
138%増で あ る こ とよ り,予 約 制 駐 車 場 シス テ ム の参 入 が 遅 れ た場 合 に は収 入
の増加 幅 が少 な くな る可 能性 が示 され た.
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第7章結論 と提言
7.1各章 の ま とめ と結 論
本研 究 で は高尾 山地 区 を事例 と して,観 光 地 の駐 車場 に事 前予 約 制 を導 入 し
た場 合 の駐 車 場収 入 と,事 前 予約 制 度 お よび付 帯 サ ー ビス に対 す る価 値 のモ デ
ル 推 計 を行 った.ま た,事 前 予約 と付 帯 サ ー ビス の価 値 を数値 化 し,駐 車 場 事
業 の レベ ニ ュー マ ネ ジ メ ン トに 向 けた 地 域 全 体 で の駐 車 場 収 入 増 加 の可 能 性
を探 った.
第1章 で は,本 研 究 の背 景 ・目的 につ い て言 及 し,予 約 制駐 車 場 の 現況 と観
光 地 にお け る予約 制 駐 車 場 の導 入 意 義 につ い て説 明 した 上 で,季 節 や 天候 とい
っ た 条件 の 違 い で需 要 が大 き く変 化 す る観 光 地 の駐 車 場 にお い て 予 約 制 駐 車
場 シ ス テ ム を導 入 す る意 義 と収 入 向上 の観 点 か らの 付 帯 サ ー ビス の有 用 性 を
説 い た.
第2章 で は既 往 研 究 を レ ビュー した上 で本 研 究 の位 置 づ け を行 い,研 究 対 象
地 の現 況 と現 在進 行 して い るプ ロ ジ ェク トにっ い て述 べ た.
第3章 で は,滞在 人 ロデ ー タ を活 用 した集 客圏 の把 握 及 び需 要推 定 を行 った.
9時 か ら11時 にか けて 到着 が集 中す るこ とや,11,月休 日の 来訪 者 が 多 い こ と
な ど,時 季 ・時 間帯 別 の具 体 的 な需 要 を把握 す る こ とが で きた.ま た,重 回帰
分 析 を用 い て混雑 す る紅葉 ・年 始 ・新 緑 シ ー ズ ン等 の時 季 別 の駐 車 需 要 を推 定
した.
第4章 で は ア ンケ ー ト調 査 を実施 し,高 尾 山を訪 れ る観 光 客 の 属性 や,時 間
に 関す る行 動 の特徴 を分析 した.ま た,ア ンケー トで得 られ た 回答 を も とに ロ
ジ ッ トモデ ル を用 い て属性 別 の駐 車 場選 択 モ デル を構 築 し,観 光 客 の 方 が ど う
い った 条件 の駐 車場 を選 択 し,中 心 か らの徒 歩 時間 や待 ち時 間,料 金 や付 加 価
値 の 有 無 な どの違 い に よっ て どの よ うに選 択 割 合 が 変 化 す る か 明 らか に した
上 で そ れ ぞれ の価 値 を数値 化 した.
第5章 で は シ ミュ レー シ ョンの シ ステ ム 特性 を把握 す るた め に,駐 車場 選
択 モ デ ル を用 い て駐 車 場 収入 最 大値 を 明 らか にす る感度 分析 を行 っ た.駐 車
場 経 営者 の立 場 を想 定 した,ひ とっ の駐 車 場 に着 目 した駐 車 場 収入 シ ミュ レ
ー シ ョン分 析 を行 い ,収 入 を最 大 化 す る よ うな駐 車 料金 とその 収入 を算 出 し
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た.そ の 際 に地域 全 体 の駐 車需 要 予 測値 を用 い る こ とで,時 季 別 天候 別 の収
入 予 測値 とそ の時 の収 入 が最 大 とな る駐 車 料金 を算 出す るこ とが で き た.
第6章 で は地 域 にお け る駐 車場 マ ネ ジメ ン トを念頭 に置 い た地 域 全 体 で の駐
車 場 収入 シ ミュ レー シ ョン分析 を行 っ た.ま ず はそ の駐 車 場 が収 入 最 大化 を図
った こ とに よ って 地域 全 体 の駐 車 場 収入 が どの よ うに変化 す るの か分 析 し,特
定 の駐 車 場 に予 約 制 度 や 付 帯 サ ー ビ ス を導 入 した 時 の 高 尾 山地 区全 体 の駐 車
場 収 入 と,現 在 の条 件 で の収 入 予測 と比 較 しつ つ 分析 を行 った.そ の 結果,予
約 制 駐 車場 シス テ ム の導入 に よ って数 百～ 数 千 万 円の増 収 効 果 が 見込 まれ,渋
滞 の原 因 ともな る うろ つ き交 通 の削減 効果 も確 認 す る こ とがで きた.そ の 後,
実 際 に予約 制 駐 車場 シス テ ム を運 用 す る こ とを想 定 し,予 約制 駐 車 場 シ ステ ム
の参 入 率 と地 域全 体 の駐 車 場収 入 の 関係 や,シ ステ ム参 入 率 の増 加 に伴 う入 庫
待 ち台数 の減 少 に つ いて 明 らか に した.ま た,最 初 に シ ステ ム に参 入 した駐 車
場 のそ の後 に収入 や,最 後 に シス テ ム に参入 した駐 車場 につ い て,周 囲 の駐 車
場 が 参入 してい くにつ れ て収 入 は どの よ うに変化 す るの か分 析 した.
本研 究 の結 果 を今 後 の駐 車場 マ ネ ジ メ ン トに活 かす こ とで,地 域 全 体 で の駐
車 場 収入 底 上 げや,交 通渋 滞 の緩 和,駐 車場 待 ちの減 少 とい っ た効 果 が期 待 さ
れ る.予 約 制 度 自体 の価値 は約400円 で,付 帯 サ ー ビス のケ ー ブル カ ー優 先 搭
乗 券 は約400円,温 泉用 タオ ル セ ッ トは約200円 の価 値 が あ る と算 出 され た.
地 域 全 体 の駐 車場 収 入 が 最 大 とな るの は予 約制 駐 車 場 システ ム参入 率 が100%
の時 で,そ の収 入 は予約 制 度 のみ の場 合 で約1億2278万 円,予 約制 度+付 帯 サ
ー ビス 導入 の場合 で約1億8839万 円 とな る.ま た,予 約 制度 ・付 帯 サー ビス
が無 い 現状 と比較 して,最 大 で予 約 制度 のみ 導入 の場合 で約55%増 の約4375
万 円,予 約 制 度+付 帯サ ー ビス導 入 の場 合 で 約138%増 の約1億934万 円 の収
入 増加 が期 待 で き る.た だ し参入 率 が40%を 超 えた あた りで収 入 の増 加 が頭 打
ち に なっ て い る こ とか ら,あ る程 度 シス テ ム の普 及 が進 む とシ ステ ム 参入 駐 車
場 同士 で争 うこ と とな り,全 体 の収 入 増加 は 見込 めな い.こ の状 況 を打 開す る
た め には,各 駐 車 場 の位 置 や 条件 に よ って様 々 な価 値 あ る付 帯 サー ビス を提 供
す る とと もに,地 域 を束 ね る強 力 なマ ネ ジ メ ン ト能力 が必 要 に な って く る と考
え られ る.
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7.2研究結 果 の 地域 へ の 還 元
本節 で は,観 光 地 の駐 車 場 に事前 予約 制 を導 入 した場 合 の駐 車 場 収入 と予 約
制 度 お よび 付 帯 サ ー ビス に対 す る価 値 のモ デ ル 推 計 に よ っ て得 られ た知 見 を
用 い て,予 約 制 駐 車 場 シ ステ ム の導 入 に よっ て地 権者 の収 入 は どの よ うに変 化
す るの か,ま ちの財 源 は どの程 度確 保 す る こ とが で き るの か検 証す る.
予 約 制駐 車 場 シ ステ ム に参 入 した駐 車 場 で得 られ た収 入 を以 下 の よ うに,地
権 者 に65%,ま ちづ く りの財 源 と して運 用 す るDMO組 織 に10%,予 約 制 駐
車 場 シス テ ム の 管理 費 と して25%そ れ ぞれ 分 配 す る と仮 定 して シ ミュ レー シ
ョン を行 っ た.ま た,特 に付 帯 サー ビス の コス トも考 慮 に入れ る必 要 が あ るた
め,予 約 制 度+付 帯 サ ー ビス に よ る駐 車 場収 入 の場合 は地 権者 に50%,ま ち の
財 源 を運用 す るDMO組 織 に10%,予約 制駐 車場 シス テ ム の管理 費 と して25%,
付 帯 サー ビス提 供 元 に15%そ れ ぞれ 分 配 す る と仮 定 して シ ミュ レー シ ョン を
行 った.
予約制駐車場システムによる収入の配分率
予約制度のみ
予約制度+付帯サービス 15%
O,f.10%20%30%40%50tf.60%70%呂Otl,≡)O,f.100tl,
■ 地 権 者 ■ まち づ くり資 金 ■シ ス テ ム 管 理 費 付 帯 サ ー ビ ス 提 供 元
図7-1予 約 制 駐 車 場 シ ス テ ム に よ る 収 入 の配 分 率
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7.2.1予約制 駐 車 場 シス テム に よ る地権 者 の 収 入
常 設駐 車 場Paを 例 と して,年 間 の駐 車場Paの 売 り上 げ に よる地権 者 の収
入 を算 出す る.全 体 の 売 り上 げに は第5章 の平休 ・天候 ・行 楽 シー ズ ン別 の駐
車 場 収 入 最 大化 料 金 を用 い,2016年 の暦 及 び天 候 デ ー タ を用 い て年 間の 地 権
者 の収入 を算 出 した.
単 位:万 円
4000
3500
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2000
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1000
500
0
駐車場Paの地権者の収入
現状{f寸力口i面f直なし) 予約制度のみ 予約制度+付帯サービス
図7-2条 件 別 駐 車 場Paの 地 権者 の年 間収入
予 約 制駐 車 場 シ ステ ム を導入 しな い場 合,常 設 駐 車 場Paの 地 権者 の収 入 は
2699万円だ と試 算 され た.一 方 で,予 約 制 駐 車 場 シ ステ ム を導入 し,予 約 制 度
のみ を取 り入 れ た場 合,駐 車場Paの 地 権者 に は年 間2731万 円 の収入 が見 込
まれ る.ま た,予 約 制 度 と付 帯 サ ー ビス を取 り入 れ た場合,3466万円の収 入 が
見 込 ま れ る.こ れ よ り,シ ス テ ム の導 入 で年 間32～767万円 の収 入増 加 が試 算
され た.た だ し,シ ス テ ム を導入 しない 場合,駐 車場 の管 理 の経 費 を 自分 た ち
の売 り上 げ か ら捻 出す る必 要 が あ るた め,こ の数値 よ り幾 分 か は予約 制 駐 車 場
シス テ ム を導 入 した場 合 の方 が収入 は 高 くな る と想 定 され る.
91
7.2.2まち づ く りの財 源
予 約 制駐 車 場 システ ム に よっ て得 られ た ま ちづ く りの財源 を運 用 す るDMO
組 織 が あ る もの と仮 定 し,予 約制 駐 車 場 シ ステ ム参入 率 とま ちづ く りの財 源 の
関係 を表す.
予約システム参入率とまちづくりの財源の関係
ユロoo
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16ロ
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樫1ユロロ
坦1ロoロ
魁 呂。。
Pt600冒
400
200
口
口男　 20男〕40男 〕60男 　 呂ロヲも1口0男 　
予 約 制 駐 車 場シ ステム 参 入 率
+予 約制度のみの財 源+予 約制度+付帯サービスによる財源
図7-3予 約 制 駐 車場 シ ステ ム参入 率 とま ちづ く り財 源 の関係
図7-3よ り,約400/.程度 まで は予 約 制駐 車 場 シス テ ムへ の参 入 が進 む にっ れ
て ま ちづ く りの財 源 は多 く確 保 で き る,一 定以 上 参入 が進 む と頭 打 ち とな る事
が わか る.地 域 の駐 車 場 が100%シ ステ ム に参 入 した場 合,予 約 制 度 の み の実
施 で1228万 円,予 約 制度+付 帯 サ ー ビス の実 施 で1884万 円 の財源 を得 る こ
とが で きる.両 者 の 開 きは1.5倍程 度 あ り,可 能 な らば予 約制 度 と共 に付 帯 サ
ー ビス を提 供 す る こ とで ,地 域 と して は よ り大 きな財 源 を得 る こ とが で き る と
言 え る.
以 上 よ り,予 約 制 駐 車 場 シ ステ ム の導 入 に よ り最 大 で2000万 円弱 の財 源 を
確 保 で き る こ とが分 か った.こ の財 源 を交通 や 地 域 の課 題 改 善 の た めに活 用 す
る こ とで,予 約 制 駐 車場 を原 資 と した新 た な観 光 地 エ リアマ ネ ジ メ ン トが可 能
とな る と考 え られ る.
92
7.3研究 を踏 まえ た今 後 の課 題 点
7.3.1モデ ル の適 合度 の検 証 と精 度 の 向上
本 研 究 で は,モ バ イル 空 間統 計 デ ー タ を用 い て駐 車 需 要 の推 定 を行 っ た が,
よ り精 度 の 高 い シ ミュ レー シ ョン を行 うに は詳 細 な デ ー タ取 得 が不 可欠 で あ
る.例 え ば地域 内 の駐 車場 利 用 自動 車 全数 の入 庫 時 間 と出庫 時 間 を記録 す れ ば
正 確 な駐 車 場 毎 の利 用 数 や収 入,回 転 率,占 有 率 を算 出す る こ とがで き る.こ
れ らの デ ー タが 揃 え ば よ り実 用 的 な シ ミュ レー シ ョンが 可 能 に な る と考 え ら
れ る.
また本 研 究 で は11.月に行 った ア ンケ ー トを も とに駐 車 場選 択 嗜好 モデ ル を
構 築 した が,毎 月定 期 的 に ア ンケ ー ト調 査 を行 い,時 期 別 の駐 車 場 選 択嗜 好 モ
デ ル の構 築 と変 数 の価 値 を算 出 す る こ とで よ り精 度 の 高 い 分 析 が 可能 に な る
と考 え られ る.
さ らに,今 回 の シ ミュ レー シ ョン で は駐 車 場 料 金 の上 昇 に伴 う他 交 通モ ー ド
や 他 の観 光 地 へ の転 移 を考慮 して お らず,こ の点 に お い て もモデ ル の 精度 向上
の余 地 が あ る と考 え られ る.
7.3.2一般性 の確 保
本 研 究 で は 高 尾 山地 区 を事 例 と して観 光 地 駐 車 場 の 事 前 予 約 お よび 付 帯 サ
ー ビス に対 す る価 値 のモ デル 推 計 を行 った が ,観 光 地 と して 人気 が あ り自動 車
で のア クセ ス も多 い場 所,需 要 の繁 閑 が顕 著 に見 られ,ピ ー ク シー ズ ンに は慢
性 的 に駐 車 場 不 足 が発 生 して い る地域,滞 在 時 間 が平 均5時 間程 度 の観 光 地 と
い った 高尾 山 と似 た条 件 で あれ ば,本 研 究 で導 出 した変 数 の価 値 や モ デル をそ
の ま ま応 用 で き る可能 性 が あ る.
しか し,よ り普 遍 的 かつ 一 般 性 の あ るモ デル を構 築す るた め に は,他 地 域 で
も同様 の調 査 を行 う必 要 が あ るだ ろ う.
7.3.3情報提 供 の 重要 性
近 年 の カー ナ ビゲー シ ョンシス テ ム の普 及 に よ り,自 動 車 を用 いた観 光 旅 行
で はカ ー ナ ビを使 っ て 目的 地 まで 来 る場 面 が 多 く,目 的地 と して設 定 され た場
所 に近 い駐 車 場 に入 る場 面 が増 えた.そ の結 果,少 数 の駐 車場 に到 着 が集 中す
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るた め,本 研 究 の シ ミュ レー シ ョン結 果 よ りも少 な い駐 車 需 要 で満 車 や うろつ
き交 通 が発 生 す る場 合 や,逆 に満 車 が想 定 され る条件 の 日にお い て も思 うよ う
に利 用 率 が上 が らな い場合 も考 え られ る.
こ うい っ た状 況 を改 善 す るた め に,予 約 制 駐 車 場 シ ステ ム の導 入 に合 わせ て
地 区 内 の 駐 車 場 の空 き状 況 や 予 約 状 況 を リアル タ イ ム で 確 認 で き る よ うな シ
ステ ム を取 り入 れ る こ とが 望 ま しい.そ うす る こ とで観 光 客 はモ デ ル に 忠実 な
駐 車 場選 択 行 動 を と り,本 研 究 で行 った シ ミュ レー シ ョン に近 い結 果 が得 られ
る と考 え られ る.観 光 客 に対 し常 に最 適 な駐 車 場 情 報 を提 供 す る こ とで,観 光
客 の主 な不 満 で あ る渋 滞 や駐 車 場 不 足 を解 消 し,地 域 の満 足度 向上 に寄与 で き
る可 能性 が考 え られ る.
7.3.4プロジ ェク トの マネ ジメ ン ト
観 光 地 にお け る駐 車 場 マ ネ ジ メ ン トにつ い て,地 域 で の予約 制 駐 車 場 シ ステ
ム参 入 率 を どの よ うに上 げ て い くか が課 題 とな る.例 え ば第6章2節3項 で 示
した よ うに,最 初 に予約 シ ステ ム に参 入 した駐 車 場 はそ の駐 車場 のみ 予約 制 度
を提 供 して い る とき が一番 収 入 が 多 く,次 の駐 車 場 が参 入 して くる と大 き く収
入 が 下 が る こ とが わ か った.そ の た め に,最 初 に参入 した 駐 車場 には イ ンセ ン
テ ィブ と して,数%高 い配 分 率 に設 定 す る こ とや,選 択 率 を上 げ るた め に特別
な付 帯 サ ー ビス の提 供 を認 め る とい っ たマ ネ ジ メ ン トが考 え られ る.
こ うした柔 軟 な対 応 を取 っ て地 域 を シ ステ ム に巻 き込 ん でい く こ とで,観 光
客,地 権 者,ま ち の人 々 それ ぞ れ に メ リッ トが あ る,予 約 制駐 車 場 を原 資 と し
た新 た な観 光 地 エ リアマ ネ ジ メ ン トが 可能 とな る と考 え られ る.
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調査日
調査時刻
月 日
時 分
担 当者 名
コ・一 ド=01・01一
交通 課 題 の改 善 に 向 けた ア ンケー ト協 力の お願 い
この度、首都大学東京は八王子市と提携し、高尾山周辺の駐車場利用意向に関する調査を実施いたします。得
られたデータは、高尾山周辺の道路交通渋滞解消とより良い駐車場利用に向けた方策を提案するために利用い
たします。個人情報を含めた全てのデータは、上記の目的以外に使用されることはございません.どうぞ、ご
協力をよろしくお願いいたします。
A=今 回 の高尾 山への来訪 につい てお尋ね します
A・1;今回高尾 山へ一緒 にkた 同行者 を選択 肢の 中か ら1つ 選び 、その上 で内訳人 数を教 えて くだ さい
同行者 全体 来就学児のお子様 75嵐以上の同行者 体の不自由な方がいるか
例⊂ ご家底) 4人 1人 0人 o
a.ご家族 人 人 人
b.ご友 人 人 人 人
c.夫婦 ・カップル 一 一 人
d.おひ とり 一 一 人
e,その他() 人 人 人
A-2:今回 どの 交通手段 で高尾 山に来 られ ま した か?以 下 の選 択肢 に中か ら1つ 選びCを つ けて くだ さい
糸 自家用 車 ・レン タカーの 場合は同 行者の方 と何台の 車で訪れ たか記 入 して くだ さい
※複数 の交通手段 を利用 した場 合は、最 も移動 距離が 長か った もの を選 択 して くだ さい
a,自 家 用 車 ・ レン タ カー( 台) b,電 車 c,ツア ー バ ス d.そ の 他( )
A-3:年間の運転 頻度 は どの く らいです か?
a,ほぼ毎 日運転す るb,時 々運転す るc.ほ とん ど運転 しない(返納 した)d,免 許 を持 って いない
※dを 選 んだ人は調 査終了 です 。お疲れ 様 で した。
A-4:本日の出 発地 を市区町村 でお答 えくだ さい
(例:台東区 立川市 横浜市 比企郡小 川町)
A-5:今回の来訪 の 目的 は何です か?以 下の選択肢 の中か ら全て選び(}つ けて くだ さい
高尾 山(登山 ・紅葉 見物 ・散策)b.高 尾599ミュー ジアムc.高 尾 山温 泉
d,トリックアー トミュ 一ージア ム 高尾 山薬王院,そ の他(
A-6:何時 ごろ高尾 山口駅 もしくは麓の駐 車場 に到 着 され ま したか? 時 分
A-7:何時 ごろお 帰 りの 予定です か?高 尾 山 口駅 も しくは 麓の駐車場 を出発す る時刻 をご記入 くだ さい
時 分
付 録 図1.調 査 票(1/4)
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A・2でa(自家用車 ・レンタカー)を選んだ方に質問です
B:今回の高尾山における駐車場に関してお聞きします
B-1:最初に駐 車 しよ うとした駐 車場へ待 つ こと無 く駐車 で きま したか?
最初 に駐 車 しよ うとした駐 車場 へす ぐに停め るこ とがで きたb.満 車 なので待 った(分)
最初 に駐 車 しよ うと した駐 車場が満 車なの で別の駐 車場 を探 した(そこで待 った時間:分)
B-2:今回駐車 した駐車場 に支払 う料金 はい くらですか?
・:・時間 貸 し駐甫場 の場合は おお よその見積額 を教 えて くだ さい
B-3;駐車場か ら麓(ケー ブ ルカーの駅)までの所 要時間 は どれ く らい ですか?
B-4:高尾山 にお い て以 下の よ うな4つ の駐車場 の候補 があっ た場 合、 どの駐 事場 を選 択 しますか?
1位～4位 まで順位 をつ けて くだ さい
また 、その際に決 め手 となった項 目(料金、予約 特典な ど)を一つ だけ選 んで くだ さい。
なお予約 制駐車場 とは、事 前に予約 をす るこ とで待 ち時間 な しに停 める ことが で きる駐 車場の こ とです。
円
分 r・
、
㍉
亀
① ② ③ ④
予約制度 事前予約制の駐車場 一般的な駐車場
駐車料金(一日)
円
(+500円)
円
(+800円)
円
(±0円)
円
(-200円)
ず拶
穿
ケーブル駅までの
所要時間
徒歩 分
(x2.0分)
徒 歩 分
(x1。0分)
徒 歩 分
(x1.0分)
徒歩 分
(x3.0分)
入庫待ち時間 、 60分待ち 0分
予約特典
ケーブルカー
優先搭乗券
温泉用
タオルセット
、
口位
B-5:自動車 で高 尾 山に来 ることを諦 める駐 車場 の待ち時 間は何分で すか?
分待ち
B-6・自動車 で高尾 山に来 るこ とを諦 める駐 車料金 はい く らですか?
付 録 図2.調 査 票(2/4)
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A・2でb(電車)、c(ツアーバス)、d(その他)を選んだ方に質問です(C,1)》
C:今回の高尾山における車利用の可能性についてお聞きします
C-1今 回車 で来る こ とも検討 しま した か? a.検討 したb,検 討 しなかっ た
C-2:今回車 で来なか った理由 と して 当てはま るものを以 下の選択肢 の中か ら全て選 んで くだ さい.
高 尾 山周辺 の道路 が混雑 してい るb.自 宅 か ら高尾 山周辺 までの道路 が混雑 してい る
c.駐車場 を探すの が困難だ と思 うか らd.駐 車場 の入庫 待ちが長 い と思 うか らe,割 高だか ら
f'電車が 便利 だか らg.自 由 に使え る車 を持 っ ていないh,運 転に 自信がな いi,飲 酒 できない
ツー リン グノサ イ クリン グが 目的 だか らk,そ の 他(
D:高 尾 山に 車で来 た と仮定 してお闘 き します
D-1;高尾 山におい て以 ドのよ うな4つ の駐 車場の候 補が あった場合 、 どの駐 車場 を選択 します か?
1位～4位 まで順位 をつ けて くだ さい
また、その際 に決 め手 とな った項 目(料金 、予約 特典 な ど)を一 つだけ選 ん でくだ さい。
なお 予約制駐 車場 とは、事前 に予約 をす る ことで待 ち時 間な しに停め る ことがで きる駐車場 の ことです。
(高尾 山の駐 車場 の相場 は1000円～ と します。)
① ② ③ ④
予約制度 事前予約制の駐車場 一般的な駐車場
駐車料金(一日) 1500円 1800円 1000円 800円
ケーブル駅までの
所要時間
徒歩20分 徒歩10分 徒歩10分 徒歩30分
入庫待ち時間 、 60分待ち 0分
予約特典
ケーブルカー
優先搭乗券
温泉用
タオルセット
、
順位
付 録 図3.調 査 票(3/4)
104
El最後にあなた自身についてお聞きします
E-1・性 別は どち らです か?当 てはま る方 に0を つけて くだ さい
E-2年 齢はお い くつですか?十 歳単位 でお 答 えくだ さい
E-3高 尾山へ の訪 問回 数は何回 目です か?
E-4年 間のおお よその 宿泊旅 行回数 を教 えて くだ さい
E-5年 間で一人 あた り旅行 にどれ くらいお金 を使 い ます か?
以 下の選択肢 の中か ら一 つ遺び ○をつけて くだ さい
a.男 性 b,女 性
[]歳代
口 朋
口 回
a.10万円 乗 満b,10～20万 円 未 満c.20へ30万 円 乗 満d.30万 円 以 上
質問 は以上 とな ります。 ご協力 賜 り誠 にあ りが と うございま した。
付 録 図4.調 査 票(4/4)
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①②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
予約制駐車場 予約制駐車場 従来型駐車場 従来型駐車場
駐車料金+500円+800円 ±0円 一200円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*3.0
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル60分 待ち0分 待ち
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金+500円+800円 ±0円 一200円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*3.0
付帯サービス(予約制)温 泉用タオル ケーブルカー60分 待ち0分 待ち
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金+500円+800円 ±0円 一200円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*3.0
ケーブルカー付帯サービス(予約制)なし60分 待ち0分 待ち
待ち時間(非予約制) 優先搭乗券
駐車料金+500円+800円 ±0円 一200円
中心からの徒歩時間*2,0*1.0*1.0*3.0
付帯サービス(予約制) 温泉用タオルなし60分 待ち0分 待ち
待ち時間(非予約制) セツト
駐車料金+800円+1000円+300円 ±0円
中心からの徒歩時間*2,0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル30分 待ち15分 待ち
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金+800円+1000円+300円 ±0円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制)温 泉用タオル ケーブルカー30分 待ち15分 待ち
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金+800円+1000円+300円 ±0円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制) ケーブルカー30分 待ち15分 待ちなし
待ち時間(非予約制) 優先搭乗券
駐車料金+800円+1000円+300円 ±0円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制) 温泉用タオルなし30分 待ち15分 待ち
待ち時間(非予約制) セツト
駐車料金+1300円+1800円+800円+500円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル30分 待ち15分 待ち
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金+1300円+1800円+800円+500円
中心からの徒歩時間*2.0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制)温 泉用タオル ケーブルカー30分 待ち15分 待ち
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金+1300円+1800円+800円+500円
中心からの徒歩時間*2,0*1.0*1.0*2.0
ケーブルカー付帯サービス(予約制)30分 待ち15分 待ちなし
待ち時間(非予約制) 優先搭乗券
駐車料金+1300円+1800円+800円+500円
中心からの徒歩時間*2,0*1.0*1.0*2.0
付帯サービス(予約制) 温泉用タオル30分 待ち15分 待ちなし
待ち時間(非予約制) セツト
付 録 図5.自 動 車 利 用 者 へ の ア ン ケ ー ト選 択 肢 パ タ ー ン
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①②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
予約制駐車場 予約制駐車場 従来型駐車場
駐車料金1500円1800円1000円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル60分 待ち
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金1500円1800円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)温泉用タオル ケーブルカー
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金1500円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
駐車料金1500円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
1800円
徒歩10分
ケーブルカー
優先搭乗券
1800円
徒歩10分
温泉用タオル
セツト
駐車料金1800円2000円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金1800円2000円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)温泉用タオル ケーブルカー
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金1800円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
駐車料金1800円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
2000円
徒歩10分
ケーブルカー
優先搭乗券
2000円
徒歩10分
温泉用タオル
セツト
駐車料金2300円2500円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)ケーブルカー 温泉用タオル
待ち時間(非予約制)優 先搭乗券 セット
駐車料金2300円2500円
中心からの徒歩時間 徒歩20分 徒歩10分
付帯サービス(予約制)温泉用タオル ケーブルカー
待ち時間(非予約制)セ ット 優先搭乗券
駐車料金2300円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
駐車料金2300円
中心からの徒歩時間 徒歩20分
付帯サービス(予約制)なし
待ち時間(非予約制)
2500円
徒歩10分
ケーブルカー
優先搭乗券
2500円
徒歩10分
温泉用タオル
セツト
1000円
徒歩10分
60分待ち
1000円
徒歩10分
60分待ち
1000円
徒歩10分
60分待ち
1300円
徒歩10分
30分待ち
1300円
徒歩10分
30分待ち
1300円
徒歩10分
30分待ち
1300円
徒歩10分
30分待ち
1800円
徒歩10分
30分待ち
1800円
徒歩10分
30分待ち
1800円
徒歩10分
30分待ち
1800円
徒歩10分
30分待ち
従来型駐車場
800円
徒歩30分
0分待ち
800円
徒歩30分
0分待ち
800円
徒歩30分
0分待ち
800円
徒歩30分
0分待ち
1000円
徒歩20分
15分待ち
1000円
徒歩20分
15分待ち
1000円
徒歩20分
15分待ち
1000円
徒歩20分
15分待ち
1500円
徒歩20分
15分待ち
1500円
徒歩20分
15分待ち
1500円
徒歩20分
15分待ち
1500円
徒歩20分
15分待ち
付 録 図6.公 共 交 通機 関利 用 者 へ の ア ンケー ト選 択肢 パ ター ン
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一=予 約 制度+ファストパス+タオルセット
ー:予約 制度+ファストパス
ー=予約 制度+タオルセット
ー=予 約 制度のみ
一:付 加 価値なし
1500 2000 2500 3000
駐車料金
付 録 図7.休 日 パ タ ー ン別 選 択 率 シ ミ ュ レー シ ョ ン
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一:予 約 制 度+ファストパ ス+タオ ル セット
ー:予 約 制 度+ファストパ ス
ー:予 約 制 度+タオ ル セ ット
ー:予 約 制 度 のみ
一:付 加 価 値 なし
1500 2000 2500 3000
駐車料金
付 録 図8.新 緑 紅葉 平 日 パ ター ン別 選 択 率 シ ミュ レー シ ョン
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一:予 約 制度+ファス トパ ス+タオ ルセ ット
ー:予 約 制度+ファス トパ ス
ー:予 約 制度+タオ ルセ ット
ー:予 約 制度 のみ
一:付 加 価値 なし
1500 2000 2500 3000
駐車料金
付 録 図9.新 緑 紅 葉 年始 休 日 パ ター ン別選 択 率 シ ミュ レー シ ョン
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一;ゴ寸コロf正f直なL〔pA)
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付 録 図10.休 日 駐 車 需 要別 満 車 とな る駐 車料 金
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一:〒約 制度+ファストバ71p吋
一=予約 制度+虫オ ルヤ='ト{囲
一=予約 制度 のみ{P8}
一=付 川価値ねし{pe)
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付 録 図11.新 緑 紅葉 平 日 駐 車需 要 別満 車 とな る駐 車 料 金
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付 録 図12.新 緑 紅 葉 年 始休 日_駐車需 要 別満 車 とな る駐 車 料 金
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一:予約 制度+ファストパス+タオルセット〔pf)
一:予約 制度+ファストパス(ph)
一;予約 制度+タオルセット〔pi}
一:予約 制度のみ{pg}
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付録 図13.休 日 理論 上 の駐 車場 収 入
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一:予約 制度+ファストパ ス+タオルセ ット(pf)
一:予約 制度+ファストパ ス{ph)
一:予約 制度+タオルセット{pi)
一:予約 制度のみ(pg〕
一:付加 価値なし〔pa)
※太 線は 来訪1000台細線は5coAの時 の収入
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付 録 図14.新 緑紅 葉 平 日 理 論 上 の駐 車 場 収入
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一=予約制度+ファストパス+タオルセット(pf}
一=予約制度+ファストパス{ph)
一:予約制度+タオルセット{pi)
一:予約制度のみ(pg)
一:付加価値なし(pa)
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付 録 図15.新 緑紅 葉 休 日 理 論 上 の駐 車 場 収入
113
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
o
0 500 1000 1500
凡例
一:予約制度+ファストパス+タオルセット(pf)
一:予約制度+ファストパス(ph)
一:予約制度+タオルセット(pi}
一:予約制度のみ{pg}
一:付加価値なし(pa}
2000 2500 3000
駐車料金
付 録 図15.休 日_来訪1台 あた りの駐 車 場収 入 期 待値
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一:予 約 制 度+ファストパ ス+タオルセ ット(pf)
一:予 約 制 度+ファストパ ス(ph}
一:予 約 制 度+タオ ルセット(pi)
一:予 約 制 度の み(pg)
一:付 加 価 値なし(pa)
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付録 図16.新 緑 紅葉 平 日_来訪1台 あ た りの 駐 車場 収 入期 待 値
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一:予約制 度+ファストパス+タオルセット(pf)
一=予約制 度+ファストパス(ph}
一=予約制 度+タオルセット(pi)
一:予約制 度のみ(pg}
一=付加価 値なし(pa)
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付録表.属性別駐車場選択嗜好モデル と各変数の効用及び価値
20代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日)
一
一2.09538
0.003523726
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.1063073 37.56442 一2.41102
入庫待ち時間(分) 一〇.0276522 9.77110 一2.06724
予 約 ダミー 1.507671532.74594 1.30386
ファストパ スダミー 1.096133387.32615 2.39108
タオルダミー 0.8911954314.91004 1.952981
サンプル数 121
尤度比 0.09614
30代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 0.00110 0.81443
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.00979 3.45863 一〇.32854
入庫待ち時間(分) 一〇.01408 4.97369 一1.34057
予 約 ダミー 一1.35769 479.74806 一1.46662
ファストパ スダミー 1.04803370.32756 2.43251
タオルダミー 0.10146 35.85180 0.21675
1
サンプル数 128
尤度比 0.08301
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40代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00296 一2.41432
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.11980 42.33042 一3.77964
入庫待ち時間(分) 一〇.03733 13.19067 一3.85920
予 約 ダミー 0.83525295.13993 0.99361
ファストパ スダミー 1.10088389.00353 2.88372
タオル ダミー 0.22131 78.20233 0.551811
サンプル数 185
尤度比 0.11563
50代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00308 一2.02910
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.02183 7.71233 一〇.59278
入庫待ち時間(分) 0.00138 0.48752 0.12501
予 約 ダミー 2.16382764.60141 2.08852
ファストパ スダミー 1.35514478.84735 3.62611
タオルダミー 0.67255237.65078 1.66456
1
サンプル数 135
尤度比 0.09677
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60代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00673 一4.20190
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.1750961.87018 一3.87816
入庫待ち時間(分) 一〇.0447715.82002 一3.28710
予 約 ダミー 3.473621227.42721 3.35733
ファストパ スダミー 0.55941197.67219 1.26076
タオル ダミー 一〇.1001635.39244 一〇.217911
サンプル数 120
尤度比 0.08365
70代
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00343 一1.99453
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.10220 36.11198 一2.00745
入庫待ち時間(分) 一〇.05397 19.07116 一2.38797
予 約 ダミー 一〇.71224 251.67541 一〇.47524
ファストパ スダミー 2.42179855.75689 2.23690
タオルダミー 2.23992791.49152 2.06434
1
サンプル数 64
尤度比 0.14633
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男性
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00345 一5.17210
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.08552 30.21927 一4.94937
入庫待ち時間(分) 一〇.02747 9.70724 一4.74975
予 約 ダミー 1.40826497.61943 3.06883
ファストパ スダミー 1.09214385.91413 5.18394
タオルダミー 0.51976183.66226 2.360131
サンプル数 533
尤度比 0.07644
女性
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00094 一〇.75425
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.06475 22.88045 一2.10632
入庫待ち時間(分) 一〇.02190 7.73854 一2.41015
予 約 ダミー 0.02742 9.68828 0.03290
ファストパ スダミー 1.02164361.00459 3.12356
タオルダミー 0.21384 75.56011 0.625811
サンプル数 220
尤度比 0.09412
119
家族連れ
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.0020 一2.1395
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.0623 22.00435 一2.9183
入庫待ち時間(分) 一〇.0271 9.56557 一3.3504
予 約 ダミー 一〇.0396 13.98530 一〇.0589
ファストパ スダミー 1.7087603.76820 5.0560
タオル ダミー 0.7418 262.13233 2.09781
サンプル数 262
尤度比 0.11629
友人同士
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00451 一2.99843
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.15975 56.44823 一3.88785
入庫待ち時間(分) 一〇.03084 10.89822 一2.97738
予 約 ダミー 2.58075911.92403 2.59157
ファストパ スダミー 0.35979127.13459 1.03410
タオルダミー 一〇.12457 44.01827 一〇.32758
1
サンプル数 176
尤度比 0.07729
120
夫婦カップル
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00295 一3.10340
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.05752 20.32397 一2.24769
入庫待ち時間(分) 一〇.02158 7.62494 一2.52914
予 約 ダミー 1.13424400.79293 1.75258
ファストパ スダミー 1.33012470.00742 4.37643
タオル ダミー 0.81821289.12025 2.681131
サンプル数 261
尤度比 0.07628
一 人
パ ラメータ 価 値(円) t値
1
駐 車 料 金(一 日) 一〇.00840 一2.96132
観光中心地からの徒歩時間(分) 一〇.19213 67.88975 一2.39769
入庫待ち時間(分) 一〇.04494 15.87821 一1.87367
予 約 ダミー 5.662792000.98622 3.03660
ファストパ スダミー 一〇.15272 53.96541 一〇.23928
タオルダミー 一〇.48995 173.12548 一〇.71307
1
サンプル数 48
尤度比 0.13596
121
